
    
      
        
      
    

  
    　

    　

    　

    　

    先生、エッチの仕方を教えてください！
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        一　オナニーってどうやるの？

        　

        学習机の上の小さなライトの明かりが、壁に掛かっているセーラー服と、それから中園陽菜なかぞのひなを淡く照らし出す。

        「んん、んー……？」

        家族が寝静まった深夜。部屋にはしっかりと鍵を掛けた。だから、どれだけおかしなことをしていても平気だ。

        陽菜ひなは壁に背をあずけてベッドの上で大きく脚を開いていた。パジャマの上着はボタンを外して前を開き、ブラジャーは胸の上までめくり上げた。ズボンとショーツは、わずらわしかったので脱いでしまった。

        （ここを……こうすればいい、って友愛は言ってたけど……）

        友愛ゆあとは陽菜と一番仲がよい同級生だ。年齢の割に経験豊かな友愛に陽菜は学校で昼休みのあいだじゅういろいろと教えられたのだった。

        陽菜は両手で自身の乳首をキュッ、キュッとつまむ。

        「んぅ……」

        張りのある小ぶりの乳房が彼女の指に乳頭ごと引っ張られてふるっと揺れる。

        そうして乳首を引っ張ると、たしかに気持ちはよいのだが――。

        （アソコがムズムズしてくるってほどじゃ、ない……）

        陽菜は首を傾げる。内側に巻かれた黒いセミロングヘアがふわりと揺らめいた。

        （よしっ、じゃあ今度はコッチ）

        大きく広げていた脚の付け根に陽菜は手を当てる。手探りで、小さな豆粒を見つけた。

        （ここ、だ……。ここを……こう……）

        陽菜は友愛に教えられたとおりに指を動かす。

        小さな、とても小さなその豆粒はたんに指先で触れただけではまったく悦ばなかった。

        「んん……？　おかしいな」

        ひとりごちながら、親指と人差し指で肉粒をつまんでみる。

        ――やはり、大きな変化はない。ソコをいじると体の奥底から全身が疼いて仕方がなくなる、という友愛の言葉を思い出し、それとは程遠い反応を示す自身に陽菜は愕然とした。

        （わたし、きっと『ふかんしょう』っていうやつなんだ！）

        陽菜の顔がサァッと青ざめる。

        不感症だから、初めてできた彼と『そういう』雰囲気になってもアソコが全然濡れなくて――。

        陽菜は初めてできた彼氏にたった一週間で振られてしまったのだ。

        『陽菜はかわいーけど……俺、もっとエロい子のほうがイイから、別れよ』

        彼の一言は陽菜の心をえぐった。

        陽菜は秘所をむき出しにしたまま、脱力してうなだれる。

        （どうしよう？　友愛に相談してみようかな）

        いや、しかし――いくら経験豊富だからといって、不感症の治療まではできないだろう。だからといって病院へ行くのは気が引ける。もしそれが両親に知れたら、いったいどういう説明をすればよいのだ。

        （……そうだ。由紀ちゃん先生なら、きっと）

        陽菜は頭の中に養護教諭の藤堂由紀とうどうゆきを思い浮かべた。「困ったことがあったら何でも相談してね」というのが口ぐせのような保健室の先生で、陽菜もたびたび保健室を訪ねては思春期ならではの悩みを相談している。

        （エッチのことを相談するのは初めてだけど……。こんなことを話せるのは由紀ちゃん先生しかいない！）

        陽菜はベッド端に脱ぎ捨てていたパジャマのズボンとショーツを履き、ブラジャーを引き下げて上着のボタンを留めて布団の中へ潜り込んだ。

        それから寝つくまでには、かなりの時間を要した。

        


        　

        　

    

    
        二　わたし、不感症かもしれないんです！

        　

        不毛なひとりエッチをした翌日、陽菜は学校で悶々としたまま授業を受けた。友愛に「どうだった？」と聞かれても、「まあまあだった」と曖昧に答えるしかなかった。

        放課後、帰宅しなければならない定刻が間近に迫ったころ、陽菜は保健室を訪ねた。

        「由紀ちゃん先生……こんにちは」

        「あら陽菜ちゃん。いらっしゃい」

        背もたれがついたグレーの回転椅子に座っていた由紀が陽菜を振り返る。

        学校で決められた帰宅時刻が迫っているため、案の定、保健室には先生しかいなかった。

        「どうしたの？　具合でも悪い？」

        由紀は手に持っていたペンを机の端に起き、陽菜のほうに体ごと向く。黒いロングヘアを頭の低い位置でおだんごにしている由紀は今年で二十八歳になるのだという。大人の女性らしくいつも落ち着いていて、そして美人だ。陽菜は彼女のような大人の女性に憧れていた。

        （由紀ちゃん先生みたいに胸が大きければ……気持ちよくなれるのかな。わたしみたいな貧乳じゃ、エッチなんて無理なのかも）

        そう思い至って、陽菜はますます落ち込んだ。

        「……陽菜ちゃん？」

        「あ――……ごっ、ごめんなさい。ええと……」

        口ごもっている陽菜を見て由紀はほがらかな笑みを浮かべる。

        「なにかお悩みのようね？　私でよければ話を聞かせてくれない？」

        「はい……」

        「うん、ありがとう。さあ、座って」

        陽菜は言われたとおり丸椅子に腰を下ろす。

        「えっとですね……その……」

        「うん。なあに？」

        頭の中でなにかがぐるぐると渦巻いている。言いたいこと、訊きたいことがいっこうにまとまらない。

        「先生、エッチの仕方を教えてください！」

        「……ぅん？」

        由紀は目を丸くしてパチパチと数回まばたきをする。それから、首を傾げたまま机の上の棚から保健の教科書を取り出して広げた。

        「あ、ち、違うんです……。やり方は知ってるんですけど、その……わたし……ぜんぜん濡れなくて」

        「あら、そうなの」

        「だ、だからわたし……もしかしたら不感症なんじゃないかって心配で」

        陽菜がうつむいてしまうと、由紀は笑みを崩さず陽菜の手を握り込んだ。

        「……じゃあ、少し試してみましょうか」

        「……ため、す？」

        「そう。陽菜ちゃんは本当に不感症なのか、試してみるの。私は、きっとそんなことないと思うのよね。陽菜ちゃんはまだ……知らないだけなのよ」

        柔らかくほほえむ由紀を陽菜はじいっと見つめる。

        キーンコーン、カーンコーン……。

        帰宅をうながすチャイムが鳴った。しかし由紀は陽菜に帰れとは言わない。

        「さあ……ベッドへ行きましょう」

        手を引かれる。陽菜はコクリとうなずいて由紀にしたがう。

        陽菜がベッドに上り込むと、由紀は「少し待っていて」と言いその場を離れた。保健室の鍵を内側から掛けて戻ってきた由紀は、ベッドのそばにあるカーテンをゆっくりと手で引いて閉めていく。

        薄暗い中、陽菜はベッド端に腰掛けて由紀を見上げた。彼女は先ほどからずっと微笑している。

        （由紀ちゃん先生はいつも笑ってるけど……）

        しかしいまは、いつもの笑みとは少し違う気がする――。

        


        　

        　

    

    
        三　指先の魔法

        　

        「横になってくれる？」

        「は、はい」

        　陽菜はベッドに仰向けになった。心臓がドキドキと高鳴る。

        （試す……って、やっぱり……）

        友愛に教えられ、昨晩ひとりでやってみたアレを先生がほどこしてくれるのだろう。

        （もし、それでも濡れなかったら）

        ――わたしはやっぱり不感症なんだ。

        そう思うとたまらなく緊張した。

        「……楽にしていて？　陽菜ちゃん」

        陽菜は言葉もなくコクコクとうなずく。ガチガチに緊張している。そんな陽菜の頬を、由紀はそっと指でたどった。

        「かわいい……」

        笑みを深め、由紀もまたベッドに上がる。陽菜に馬乗りになった由紀は彼女の白いセーラー服の肩口を手のひらでゆっくりと撫でた。

        「ん……」

        肩を撫でられているだけなのに、どうしてか気持ちがいい。

        先生の手が肩から手先のほうまで腕をゆっくりと撫で下ろす。そうされるたびに緊張の糸がゆるんでいくようだった。

        手首から肩へ戻ってきた先生の手がふくらみのほうへ伸びていく。ひどく緩慢だった。

        「あ……」

        由紀が陽菜の控えめなふくらみをつかむ。白いセーラー服にシワが寄る。

        「わ、わたしの胸……小さい、ですよね」

        恥ずかしさを紛らわすように陽菜は言った。

        「ふふ……まだまだこれからだと思うわよ」

        先生がふくらみの尖った部分を指でカリッと引っかく。

        「んっ……ぅ」

        服の上からそうされただけなのに、とてつもない刺激だった。ドクッ、と下半身が脈づいたような錯覚に陥る。

        （ううん……錯覚じゃ、ない？）

        確かに下半身が疼いた。これは友愛が言っていた感覚なのではないか。

        （濡れて、きてる……？）

        しかしなにぶん初めてのことなので、よくわからない。

        「陽菜ちゃん……平気？」

        「ぁ、は……い」

        「じゃあ……続けるわね」

        由紀は目を細め、陽菜のセーラー服の裾をつまんでめくり上げる。服をめくる彼女の動作はとてもゆるやかだし、女性同士ということもあって恐怖心はない。だからといってなにも感じないかというと、それはまた別問題だ。

        セーラー服の裾はするりするりと中のキャミソールごと胸の上までたくし上げられ、ピンク色を基調にしたギンガムチェックのブラジャーがあらわになる。下着の端は白いレースでかたどられているものの、かなり少女趣味だ。

        その下着を目にした由紀の口角がわずかに上がる。そのことに気がついた陽菜はカァッと頬を赤くさせた。

        「こ、子どもっぽいですよね、こんな下着……」

        「そんなことないわ。むしろ、いまの陽菜ちゃんだからこそよく似合っているのよ。私みたいに年を食っちゃったら、つけられない。うらやましいわ」

        「そう……ですか？」

        由紀は大きくうなずき、陽菜の背中に腕をまわしてブラジャーのホックをプチンと弾いた。

        （由紀ちゃん先生はどんな下着をつけてるんだろう？）

        見る機会はないんだろうな、とぼんやり考えているあいだに、ギンガムチェックのブラジャーが胸から外されていた。

        「あ……」

        由紀は陽菜の小さなふくらみをじいっと見つめている。仰向けに寝転んでいるとますます平らに見えるその双丘の先端にちょこんとついた鮮やかな薄桃色はすでに少し勃ち上がっていた。

        「きれいなピンク……」

        感嘆して由紀は薄桃色の小さな棘のまわりを指でたどる。

        「……っ、ふ」

        先生の指先は少し冷たかった。ピンク色の丸い部分を先生はぐるぐると指でたどっている。くすぐったい。

        「ん……ふ、ぅ……」

        ドクン、ドクン。心臓と、それから脚の付け根が脈づいている。ヒクッと下半身の秘所が引きつる。

        （あ――……わた、し）

        なにかが自分のナカからあふれてきて、ショーツを濡らしているのが感覚でわかった。

        陽菜は内股をモジモジとこすり合わせる。そうして脚の付け根を動かすと、濡れているのを如実に実感させられる。

        「せん、せ……わたし」

        陽菜の言いたいことがわかるらしく、由紀はにっこりとほほえんで彼女の言葉の続きを言う。

        「不感症なんかじゃなかったでしょう？」

        陽菜は何度もうなずいて由紀の言葉を肯定する。

        「さて……それじゃあ、絶頂できるのかっていうのも……確かめておく？」

        「絶頂……」

        友愛が言っていた、「イク」というやつのことだ。

        「えっと……はい。お願い、します」

        乳輪に触れる先生の柔らかな指先が気持ちよすぎて、やめて欲しくないと思った。

        「ふふ……いい子」

        息を漏らして笑い、由紀は陽菜の乳首を二本の指でそれぞれキュッとつまんだ。

        「は、ん……っ！」

        思いがけず出てしまった自身の声を聞いて恥ずかしくなる。

        （わ、わたし、何て声を……）

        陽菜はあせって由紀を仰ぎ見る。いっぽうの由紀はうっとりとしたようすで陽菜を見下ろしていた。

        （へんには、思われてないみたい）

        怪訝な顔をされていたらどうしようと思ったが、問題なかったようだ。

        「声は、がまんせずにいっぱい出していいのよ」

        「で、でも……恥ずかしくて」

        「そんなことないわ。気持ちよくなってくれてるんだなって実感できる」

        「そう、なんですか」

        陽菜はふむふむとうなずく。

        （由紀ちゃん先生はわたしがちゃんと気持ちよくなれるか試してくれてるんだから）

        彼女はもしかしたらもう帰宅する時間かもしれない。それなのに、わざわざこんなことに付き合ってくれているのだ。

        陽菜は由紀に感謝しつつ、なるべくありのままでいようと――高い声が出てしまってもいいのだと自分自身に言い聞かせる。

        「陽菜ちゃんの乳首、すごくなめらかで触り心地がいい」

        「ん、ぁ……あ、ぅっ」

        由紀は薄桃色の感触を確かめるようにムニムニといただきを指で挟み込んで押しひねる。

        熱心に、執拗なまでにそうして乳首を指でこねられ、陽菜の下半身はますます潤っていく。

        「……焦れてきた？」

        腰をくねらせる陽菜に由紀が尋ねる。

        「んん……っ、そう……みたい、です」

        「……じゃあ」

        言いながら由紀は片手で陽菜の脇腹を撫でて下半身を目指す。

        「ぁ、んっ」

        脇腹を撫でられているだけでもどうしてか気持ちよくなってしまう。

        由紀の手は紺色のスカートを伝ってその裾をめくりあげ、ブラジャーと揃いのギンガムチェックのショーツに触れる。

        「ココがどうなってるか……鏡で見ながらシてみましょうか」

        


        　

        　

    

    
        四　セーラー服は淫らに濡れて、乱れて

        　

        「へ……？」

        陽菜はきょとんとして二、三回まばたきをした。由紀が指をそろりと動かす。ショーツ越しに割れ目を押された。

        「ぁっ」

        「自分のココがどんなふうに蜜をあふれさせるのか、興味ない？」

        「ぁ、う……。興味……あります」

        恥ずかしいけれど好奇心のほうが勝る。

        「立てる？　こっちよ」

        由紀はベッドから下りて陽菜の手を引いた。乱れた制服のまま陽菜は彼女に付き従い、壁に据え付けられた鏡の前まで移動した。由紀が回転椅子を持ってきて、陽菜を座らせる。

        「……！」

        椅子に座ってあらためて鏡を見ると、胸があらわになった自分がいた。

        陽菜の頬が瞬時に赤く色づく。いたいけさの残る彼女が羞恥に震えるようすを鏡越しに見て由紀は愉しむ。

        「陽菜ちゃん、脚を広げてみて」

        「え……っ」

        「椅子の座面にかかとをついて、大きく広げるの。そうしないと、見えないでしょ？」

        「は、はい」

        陽菜はためらいがちにシューズを脱ぎ、両足を持ち上げて椅子の座面にかかとをあずけた。それから、ゆっくりと脚を左右に開く。紺色のスカートがパサリと音を立てて腰もとへ流れた。

        由紀は床に膝をついて陽菜の脚の付け根を横からのぞき込む。

        「……濡れて染みになってるの、わかる？」

        先生の指先がショーツのクロッチ部分に当たった。指は上下にすりすりと動く。

        「は、ぁ……っん！　わ、わかり……ます」

        ピンク色のギンガムチェックは膣口のあたりが色濃くなっている。陽菜は「ぁ、あっ」と喘ぎながら、由紀が秘所を指でなぞるのを鏡で見ていた。

        「うん……また、染み出してきたわ……」

        「ひゃ……！　あ、ぁぁ……せんせ……ソコ、は」

        「女の子の、もっとも感じるトコロね」

        くすっと笑って、由紀はショーツ越しにピンポイントで淫核を押す。

        「ぁ、はぅ……！　ん、んぁっ」

        コリッ、コリッとリズミカルに小さな豆粒を押し込められている。

        「気持ちいい？　あぁ……なにもしてない乳首まで、可愛く勃ち上がっちゃって。いいわ……陽菜ちゃん」

        「ふ、ぁう……んっ、んっ！」

        「自分で乳首をつまんでみて？　両方ともするのよ」

        「ん……んっ」

        陽菜の花芽をぐにぐにと人差し指で押し込めながら由紀は言う。その語調は強く、声音は優しいがじつに命令的だ。

        陽菜はおずおずと両手を胸に這わせた。すでに凝り固まったいただきに指先で触れる。

        「はぅっ、ん……！」

        そうして触れてみると、昨夜とはまったく違う快感が全身ほとばしった。

        （どうして……？）

        乳首をつまんでいるのは自分の指なのに、違う人に――先生にそうされているような気がしてくる。由紀の視線は鏡に映る陽菜に固定されている。

        「どう？　陽菜ちゃん」

        「ぁ……きもち、ぃ……は、ぁうっ、ンンッ」

        「指……もっと速く動かしてみて」

        「ん、ふぅ、んっ……」

        陽菜は親指と人差し指を素早く動かして自身の乳頭をめちゃくちゃにまさぐる。すると由紀はショーツの端を持ち上げて、濡れそぼった秘所に指を挿れた。

        「アッ……！　ん、ぁんっ、ぁあっ！」

        ずっと、じかに触れて欲しいと思っていた。けれど、いざそうされるとあまりの快感で喘ぎ声が止まらなくなる。

        「はうっ、ぁん、あぁあ……ぁっ、んぅっ!!」

        由紀は蜜口から多分にこぼれた愛液を指で掬い取り、それをすぐ上の豆粒にたっぷりと塗り込めた。

        先生のぬめった指先がソコをこすると、体の内側がどうしようもなく心地よくなって甘い疼きが体じゅうに広がる。

        陽菜は口を半開きにして喘ぎ、体をくねらせてよがった。

        「ショーツは脱いじゃいましょうか」

        やや興奮した、弾んだ調子でそう言って由紀は陽菜の同意を待たず彼女のショーツを足先へずらして脱がせてしまう。

        「ぁ……」

        あらわになった秘部を目の当たりにして陽菜はごくっと喉を鳴らす。

        乱れたセーラー服は見るからに淫乱で、大きく広げた脚の中央にある秘芯は蜜に濡れ、蛍光灯を反射しててらてらと光っている。

        淫らな自分自身を再確認した陽菜はぞくりと体をわななかせた。そうしてそそられたのは陽菜だけではない。

        「ねぇ……ナカに指を挿れたことはある？」

        由紀が尋ねると、陽菜はふるふると首を横に振った。

        「そぅ……。じゃあきっとすごく狭いわね」

        先生の指がふたたび秘所に舞い戻ってくる。

        「大丈夫よ……ゆっくり慣らしていってあげる」

        開け広げな陽菜の陰部を由紀はしげしげと見つめて視姦しつつ、蜜をこぼす小さな出入り口にそっと指をくぐり込ませる。

        「ぁあっ……！」

        だれも立ち入ったことのないソコに、由紀の指がくちゅりと音を立てて沈み込む。

        （どうしてだろ……。先生にされると、怖くない）

        初めてできた彼に、ソコをまさぐられそうになったときは怖くて仕方がなかった。それでつい拒んでしまって――フラれたのだ。

        「よく濡れているわ……。大丈夫よ、陽菜ちゃん。いきなり奥まで挿れたりしないから」

        由紀はいったん指を引き抜き、そのすぐ上にある小さな肉粒を愛で始める。

        「はぅっ！　ん、はぁっ、ぁ……ん、ふっ!!」

        ぬめった指先が小さな花芽をツンッ、ツンッと挑発するように小突く。陽菜はその刺激にもだえて仰け反る。弾力性のある椅子の背もたれがギッ、と鈍い音を立てて傾いた。

        「ぁ……んっ、んっ」

        先生の指先はいじわるだった。小さな豆粒をくすぐるように人差し指は小刻みに動く。

        「ん、ぁ……っ。は、ふぅ……」

        陽菜の紺色のハイソックスの足先がピクッ、ピクッと震える。

        （先生はいじわるをしてるの？）

        もっと強い刺激が欲しい。ひとおもいにソコを押しひねって欲しい――。

        陽菜は無意識に由紀をじいっと見つめていた。

        「……もっと、かしら？」

        してやったりというような表情になった由紀を目の当たりにした陽菜はカァッと頬を火照らせた。

        「ぁ、の……」

        「うん？」

        「わたし……ぁ、あッ」

        「……うん。ごめんね、陽菜ちゃんがあんまり可愛く反応してくれるから、ついいじわるしちゃった。ちゃんとさわってあげるね……」

        由紀の細い指先が、焦れてヒクつく肉粒をギュッと強く押す。

        「あぁあっ！」

        急に強くなったソコへの刺激にもだえ、陽菜は大きな声で喘ぐ。

        （由紀ちゃん先生はこれを楽しんでるの？）

        陽菜が不感症かどうか確かめる、という域は超えているような気がする。

        「陽菜ちゃん、可愛い……」

        そんなふうに言われると、どうしてか下半身の奥のほうがむずがゆくなった。

        「ふぁっ、あ、あぁっ」

        蜜濡れの豆粒を一定のリズムでキュッ、キュッと押される。

        「一緒に高みを目指しましょう？　陽菜ちゃん」

        「たか、み……？」

        「そう。昇りつめるの……」

        花芽をこすり立てる先生の指の動きがいっそう速く、強くなる。

        「ああ、ぁ、ふぁあっ――！」

        意識が限定されていく。先生の指が触れているところに全神経が集中しているようだった。

        陽菜はドクッ、ドクッと身の内を震わせて、くたりとうなだれた。そのようすを由紀は愛おしげに眺める。

        「どう？　初めての絶頂は」

        「あ……なんだか、ふわふわして……きもちぃ、です」

        「ふふ……そう」

        もう終わりなのだと思った。けれど先生は床に膝をついたまま立ち上がろうとしない。それどころか、いまだに大きく開かれた陽菜の脚の付け根に顔を寄せている。

        「ゆっ、由紀ちゃん先生!?」

        「美味しそうな蜜がいっぱい出てるから……少し舐めさせて？」

        「な、め……る!?」

        トクッと跳ねたのは心臓と下半身だ。

        「そんな、だめです……！　き、きたないです」

        「きれいよ。すごくきれい……」

        由紀は陽菜の秘部を至近距離でまじまじと見つめる。

        「ゃ……せんせ……だ、めぇ」

        赤い舌をべえっとのぞかせた由紀に向かって陽菜はひたすら首を横に振って拒絶を示した。

        脚を閉じようと思えば、おそらくそうできた。しかしそうしなかったのは、きっと好奇心からだ。

        （舐められたら、どうなっちゃうの……？）

        知りたいような、知りたくないような。知ってしまったらどうなるのか。好奇心は陽菜に明確な拒絶という選択肢を与えない。

        「――っ、あ！」

        舌が肌に触れた。恥ずかしさを全面に感じるものの、膣口と陰核を交互にゆっくりと這う舌には心地よさを感じずにはいられない。

        「アァ、ン……んっ、はぅっ」

        陽菜の腰がくねくねとなまめかしく揺れる。由紀は彼女を舌で追いまわして責め立てる。

        「――っ！」

        陽菜は身構えた。

        先生の舌が押し入ってくる。

        「ぁ、あぁっ!!」

        じゅぷっ、と水音が立ったのは由紀が陽菜の蜜口に舌を挿し入れたからだ。

        「ゃうっ、ふ、ふぁあ、あっ！」

        狭道の入り口付近を由紀は舌でまさぐり、押し込んだり引っ込めたりして陽菜を翻弄する。

        「はんっ、ん……ぁ、うぁっ、ンンッ！」

        体のナカをうごめく舌は絶え間なく肉壁を小突く。快感がどんどんふくれ上がっていく。

        「あぁ、ん、はぅ……っ！　せんせ、ぇ……っ」

        陽菜の呼びかけに応えるように由紀はじゅぶっと盛大に水音を奏でて舌を引き抜き、間髪入れずに小さな豆粒を舌でつつき始めた。

        「ぁ――っ!?　は、ぁあっ、んぁあっ！」

        ぬめりきった舌がいたいけな陰唇をぐるりと舐めたどり、前後左右に花芽をなぶり倒す。

        肉粒をさんざん舌でもてあそんだあと、由紀は口をすぼめて淫芽を吸い立てた。

        「ひぁあっ、んぁあっ、は……ぁうっ、ふぅっ！」

        口で吸い上げるのと、舌でなぶるのを同時にされるとたまらない。また、あの感覚に見舞われる。なにかが内側からせり上がってくる。昇りつめてくる――。

        「あぁぁああっ!!」

        陽菜は絶叫し、そして果てた。さっきよりも息が上がっている。

        「またイッちゃったわね」

        絶頂した陽菜の、快感にとろけきった顔を由紀は嬉しそうに見上げた。

        「見て……陽菜ちゃん。すごく色っぽい顔をしてる」

        目を閉じかけていた陽菜だが、由紀のその言葉で鏡を見やった。

        「ぁ……」

        半開きの口に、真っ赤な頬。息遣いは荒く、まるで他人のようだった。

        「可愛い……。すごく可愛い」

        由紀は立ち上がり、陽菜のうしろへまわり込む。

        「ひぁっ……！」

        絶頂の余韻でまだ尖りを残していた陽菜の乳頭を、由紀は身をかがませて指でクニクニといじる。もう片方の手は下半身へ伸びていき、二度の絶頂で過敏になった花芽と、あふれた愛蜜でとろとろになった蜜道を侵す。

        「これだけ濡れていれば、ナカを突いても痛くないはずよ」

        由紀は陽菜の体をうしろから抱き込むようにしてピンク色の乳首をいじり、下半身のあわいに沈み込ませた中指を小刻みに動かし、親指は淫核を激しくなぶった。

        「あぁ、あ、あっ……！」

        お腹側の、ある一点を一定のリズムでこすり立てられている。

        「いっぺんにされるのも……イイでしょう？」

        「ん、んっ……ぃ、い……あぁ、あっ、はぅっ！」

        ――ここは学校で。学校の保健室なのに。鏡に映る自分は、先生にイイトコロをぜんぶめちゃくちゃにいじりまわされて喜んでいる。

        「――んあぁあぁっっ!!」

        鏡の中の自分が霞む。それは、陽菜の陰部から勢いよく飛び出した液体が鏡を濡らしたせい。

        「は、ぁ……ぁっ、う……？」

        陽菜はわけがわからず、肩で息をする。

        「潮を吹いちゃったのよ……。とっても気持ちよかったでしょ？」

        舌なめずりをして妖艶にほほえむ由紀を、陽菜は濡れた鏡越しに呆然と見つめた。

        


        　

        　

    

    
        五　もう一度、教えてください！

        　

        保健室で不感症かどうかの検証をした陽菜は帰宅後、布団に潜り込んで考え事をしていた。

        （由紀ちゃん先生は、わたしが絶頂できるか確かめてくれたんだ。それだけ……だよね）

        陽菜は何気なくパジャマの中に手をくぐり込ませた。右手はショーツの中へ、左手は胸へ。小さな豆粒と乳首をそれぞれにつまむ。

        「ん……」

        つまんだそこを押したり引っ張ったりしてみる。

        「……んん？」

        ――おかしい。ぜんぜん気持ちよくない。

        （どうして？）

        陽菜は自分自身に触れるのをやめて首をひねった。

        （……もう一度、由紀ちゃん先生のところに行ってみよう）

        陽菜は鏡越しに見た由紀の嬉しそうな顔を思い浮かべて眠りについた。

        　

        保健室の扉をノックするのは、どうしてか昨日よりも緊張した。

        「――どうぞ」

        中から聞こえてきたのはいつもどおりの由紀ちゃん先生の声だ。

        「失礼、します」

        そう言いながら保健室の引き戸を開ける。カラカラと乾いた音がした。

        「陽菜ちゃん！　いらっしゃい」

        心なしか先生の声が弾んでいるような気がして嬉しくなる。

        （また来たの、って嫌な顔をされなくてよかった）

        ひそかにホッと息をつき、陽菜は丸椅子に腰掛ける。

        「昨日はあれから大丈夫だった？　……体、つらくない？」

        「は、はいっ。元気です」

        「そう。よかった」

        ふわりとほほえむ、白衣姿の由紀を陽菜はじいっと見つめる。

        「……うん？　私の顔になにかついてる？」

        「えっ、いえ！　ただ、その……由紀ちゃん先生はいつ見ても美人だなぁって思って」

        「あら、ほんとう？」

        由紀は茶目っ気たっぷりに口もとに手を当てて笑う。

        「お褒めにあずかったお礼に、紅茶を淹れるわね」

        「あ、ありがとうございます」

        椅子から立ち上がって、ポットが置いてある棚へ向かう由紀を陽菜は視線で見送り、空席になった目の前の回転椅子を何気なく見つめた。

        （あ……）

        わたしは昨日、この椅子で――。

        瞬時にボッと頬が火照る。

        「あ、あの……由紀ちゃん先生。椅子……汚れてしまいませんでしたか？」

        「んん？　平気よ」

        由紀はサラリとそう答えて、陽菜にマグカップを手渡した。ミルクティーだ。

        「ありがとうございます」

        マグカップを両手で受け取り、まずは一口だけすする。

        「んん、甘くて美味しい」

        砂糖が入ったミルクティーは甘く、コクがある。

        「陽菜ちゃんと同じ味ね」

        ふたたび回転椅子に座り、由紀もまたマグカップの中のミルクティーをゴクリと一口飲んだ。

        先生の唇から、目が離せなくなる。

        （わたしと同じ味……。それって）

        陽菜の視線に気がついたのか、由紀は舌で口の端をペロリと舐めた。その意味ありげな仕草に、陽菜は目を丸くしてますます顔を赤らめる。

        「陽菜ちゃん、今日はどんなお話をしましょうか？」

        「あ、の……ですね」

        トクン、トクン……ドクンと自分の心音が高鳴っていくのがわかる。

        「昨日……家に帰ってから、ひとりで……その、シてみたんですけど」

        由紀は優しい声音で「うん」と言って陽菜に続きをうながす。

        「ぜんぜん……気持ちよくなくって。どうすれば、由紀ちゃん先生がシてくれたみたいになるのかなって」

        「うん、なるほど。わかったわ……じゃあ、陽菜ちゃんが私にやってみて？　そうしたら、きっとやり方を覚えられるから」

        そう言うなり由紀はマグカップを机の上に置いて席を立ち、保健室の内鍵を掛けた。それから窓ぎわへ行き、カーテンを閉める。

        「え……えっ？」

        由紀はベッドの端に腰掛けて陽菜に手招きをする。

        「こっちにいらっしゃい、陽菜ちゃん」

        「は……い」

        陽菜は吸い寄せられるように由紀のもとへ歩く。

        「ここに座って？」

        由紀は右手で自身の膝をパン、パンッと軽く叩いた。

        （先生の膝の上に……!?）

        陽菜は戸惑う。

        「わたし、重たいですよ？」

        「大丈夫よ。さあ、乗って」

        陽菜はしばしためらったあと、おずおずと由紀に歩み寄った。シューズを脱いで、由紀にまたがる。するとすぐに由紀は陽菜の腰に腕をまわした。

        「……恥ずかしい？」

        「は、はい……」

        自分がまだ小さな子どもならまだしも、そんな年齢ではない。それなのにこうして抱っこされているのは、とてつもなく恥ずかしい。

        （由紀ちゃん先生……いいにおいがする）

        香水とは違う。シャンプーの匂いかもしれない。

        「昨日も思ったけど……陽菜ちゃん、いい匂いがするわ」

        「えっ？　由紀ちゃん先生のほうがいい匂いです」

        由紀がにっこりとほほえむ。

        「お互いの匂いをいいと思うってことは……私たちきっと相性がいいのね」

        「……！」

        陽菜の顔は先ほどからずっと赤くなったままだ。

        「う……嬉しい、です」

        素直に告げると、由紀はほほえんだまま自身の白いブラウスのボタンをプチプチと外し始めた。しだいに見えてきたのは黒いレースのブラジャーだ。

        （先生、やっぱり胸がおっきい）

        由紀は背中に腕をまわしてブラジャーのホックを弾く。豊満な乳房はゆるくなった下着からこぼれんばかりだった。

        「昨日、私がしたみたいに……ブラジャーをめくり上げてみて」

        優しく命令され、陽菜はコクリとうなずいて由紀の黒いブラジャーの端に指をかけた。

        ゆっくりと持ち上げる。指先は少し震えている。緊張しているせいだ。

        「……きれい」

        陽菜がポツリとつぶやく。黒いブラジャーをめくり上げて顔を出したのはとても豊かで形のよい成熟した乳房だった。

        これほど近くで他人の胸を見るのは初めてだ。乳輪は自分のそれよりも大きく、ピンク色も少し濃い。乳首もまた然りだ。

        「陽菜ちゃん……。そんなにまじまじと観察されると、恥ずかしいわ」

        由紀の頬が赤くなっている。

        「あ……ご、ごめんなさい」

        陽菜はパッと視線を逸らす。

        「ふふ……ごめんなさい、いいのよ。私のおっぱい、もっとよく見て……それから、さわってみて」

        「え、っと……いいんですか？」

        「いいわよ。そうじゃなきゃ練習にならないでしょう？」

        ――確かにそうだ。

        陽菜は短く息を吸って、由紀のたわわな乳房をぐにゃりとつかむ。

        「ぁ……っん。陽菜ちゃん……いきなりわしづかみにしないの」

        「えっ!?　わわ、ごめんなさいっ……」

        「やだ、謝らなくてもいいのよ。ただ、もっとゆっくり……触れるか触れないかのところを指で撫でるの」

        陽菜は無言でうなずいて、ふくらみの稜線を指先でたどった。

        （柔らかくて……なめらか）

        肌は指が吸いつくようにみずみずしく、少しでも強く押せば跳ね返ってくるような弾力性がある。

        陽菜は夢中で由紀の乳房を指で撫でまわす。

        「ぁ……ふ、ぅん。上手よ……。乳輪も、そうしてゆっくりさわってみて？」

        「はい」

        それぞれの指先を中央へ向かわせる。ピンク色の乳輪は少しザラついていた。そこを陽菜はすりすりとこする。

        「ぁ、あ……っん、ふぅん」

        由紀は喘いで唇を噛み締めた。じつにあでやかな表情だ。

        （先生の乳首……ピンッてなってる）

        平たかったそこがムクムクと勃ち上がり、いまは張り詰めて尖りきっている。

        「えっと……そろそろ、乳首もさわっていいですか？」

        タイミングがわからず尋ねると、

        「ん、ふぅ……いい、わよ……」

        由紀は息を荒げながら答えた。陽菜の鼻息もつられて荒くなる。

        「ぁんっ……！」

        尖った乳首を指でツンッと押すと、先生は大きく喘いで身をよじった。

        （由紀ちゃん先生、気持ちよさそう……）

        自身の蜜奥がキュンッと疼いて潤むのがわかる。

        「押したり、ひねったり……引っ張ったりするの。私の乳首を……陽菜ちゃんが思うままに、いたぶって？」

        陽菜はうなずくのと同時に由紀のピンク色のいただきを人差し指でコリコリと押した。

        「あっ、ん……んっ、んぅっ……」

        硬いそれは陽菜の指を弾いてなまめかしく小躍りする。

        （た、たのしい……。よしっ、今度は指で挟んで引っ張ってみよう）

        凝り固まった乳頭を親指と中指で挟んで引っ張り上げると、由紀は「あぁあっ！」と高らかに喘いだ。先生のそんな反応が楽しくて、陽菜は夢中で指を動かして乳首をいじり倒す。

        「ぁふっ、う……んんっ……！　陽菜、ちゃぁん……ぁ、んっ、ンンッ」

        名を呼ばれ、陽菜はぞくぞくとわなないた。

        ――当初の目的は何だった？

        先生の体に触れるのが愉しくて、自分がなにをしに保健室へ来たのか、もはや思い出せない。

        あるいは、初めから期待していたのかもしれない。彼女と触れ合うことを。

        「あっ、ぁん……！　陽菜ちゃんも、脱いでぇっ……」

        由紀は口を半開きにして荒く息をしながら陽菜のセーラー服の中に両手を忍ばせた。性急にブラジャーのホックを外してセーラー服の裾をめくり上げる。

        「あっ」

        思いがけず自身の胸があらわになって、陽菜はあせった。

        「陽菜ちゃんも興奮しちゃったのね。可愛らしく起き上がってる」

        由紀が陽菜の乳頭を人差し指で小突く。

        「ぁっ、うぅ……んんっ」

        「乳首をいじりあいっこしましょう？」

        「はぅっ……ん！」

        触れる歓びと触れられる悦びが渦巻く。陽菜は腰をくねらせながら由紀の乳首を指でめちゃくちゃにいたぶった。

        「あぁあっ！　ゃんっ、はげし……ぃ、ゃぁんっ！」

        先生の嬌声を間近で聞くと、下半身の奥底がますます脈づいて疼く。

        由紀もまた陽菜のいたいけな薄桃色を指でつまんで押しひねり、激しくこねくりまわした。

        「ぁ、はぁっ……もぅ……ガマン、できなぃ」

        言いながら由紀は自身の乳房を脇のほうから両手でわしづかみにした。それから、ピンク色の先端を陽菜のそれにあてがう。

        「ひぁっ!?　ぁ、あっ」

        「乳首で乳首をこするの、きもちぃ？」

        「ん、んっ……きもち、ぃい……ッ！」

        色味も形も異なるふたつの乳首がぶつかり合う。

        「ぁっ、あん……！　私も、すごく……いぃっ」

        ふたりは快感を求めて乳首を押しつけ合う。

        ふと顔を上げると、先生と至近距離で目があった。

        「ンンッ……！」

        乳首に続いて唇までも寄せ合う。

        「ん――!?」

        にゅるり、と熱いなにかが入り込んできた。先生の舌には違いないのだろうけれど、こうして口の中に舌を挿れられるのは初めてなので戸惑ってしまう。

        （舌が……っ、先生の舌がっ）

        口腔で暴れまわっている。歯列をたどり、上あごを蛇行して陽菜の舌を絡め取る。陽菜はなすすべなく翻弄される。

        そうしているあいだにも乳首はひっきりなしに先生の乳首で刺激される。

        （あぁ――これって）

        せり上がってくるものの正体を、陽菜はもう知っている。

        「んんん、ぅう――……!!」

        陽菜は由紀の膝の上で絶頂した。どくっ、どくっと蜜口がひくつく。

        「あら……ソッチはなんにもしてないのに……陽菜ちゃんは不感症どころか、感じ過ぎちゃうぐらいなのかも、ね？」

        クスッと笑い、由紀は陽菜に膝から降りるようにうながした。それから由紀はベッドの中央まで上がり込み、自身の黒いタイトスカートを大胆に腰のあたりまでめくり上げてＭ字に脚を広げた。

        白衣はそのままで、ブラウスからのぞく豊かな乳房と、ストッキング越しに見える黒いショーツはとても淫猥だ。

        先生は自身の黒いショーツに手を当てて乞うてくる。

        「私のココ……さわってくれる？」

        陽菜はすぐに応える。一目散に片手を伸ばし、ストッキング越しに黒いショーツの割れ目を指でたどった。

        「はぁっ、あ……ん、ふぅ」

        「すごい……湿ってる」

        ついポツリとつぶやいてしまう。由紀の秘所はショーツとストッキングの上から触れただけでも濡れているのがわかった。愛蜜が染み出している。

        「ん、そうよ……。ぁんっ……陽菜ちゃんの、せいよ……」

        「わ、わたしの？」

        「そう。……ぁっ、ん！　陽菜ちゃんが、さわるからぁ……っ」

        陽菜は割れ目をこする指の動きを速めた。すると由紀はみずからむき出しの乳首をつまんでいじり始めた。

        「ぁあん……！　イイわぁ……陽菜ちゃん……上手よぉ……」

        自身を愛撫する由紀を目の当たりにして陽菜はますます興奮する。

        「じかに、さわってぇっ。ストッキングは、破いていいからぁっ」

        由紀に懇願され、陽菜はすぐに実行した。由紀のベージュのストッキングを思いきり引っ張ってビリビリと破き、黒いショーツの端を持ち上げて秘部をあらわにする。総レースのショーツはところどころ透けていて、生地はとても柔らかく、容易く端に寄せることができた。

        秘めやかな園はすでに大量の蜜に濡れてぐしょぐしょだった。

        陽菜は興奮した面持ちで蜜まみれの膣口にツプッと指を挿し入れる。

        「ひゃんっ！　ぁっ、あぁあぁぁ！」

        指は吸い込まれるように奥まで入ってしまった。そうしようと思ってそうなったのではなく、呑み込まれてしまった。

        由紀は喘ぎながら陽菜に言う。

        「ぁ、あっ！　前後に……動かして。はぅっ、ん……！　ちっちゃな豆粒も、いじってぇっ」

        必死に懇願してくる先生が可愛くて、陽菜はすぐに彼女の小さな豆粒をもう片方の手指でいじり、蜜壷にうずめているほうは激しく前後させた。

        「ふぁあ、ぁあんっ！　ふ、ぁふっ、うっ」

        腰を揺らして身もだえする先生は、いつもほがらかにほほえんでいる彼女とはかけ離れている。淫乱だ。

        「由紀ちゃん先生……きもちいい？」

        陽菜は自分がされたときのように由紀の肉粒を指で小刻みにこすり立てる。

        「ん、んっ！　きもち、ぃ……いっ、ぁあぁん！」

        ビクッ、ビクッ……キュウウッ……！

        陽菜は指が締めつけられるのを感じた。

        （由紀ちゃん先生、イッたの？）

        由紀は「はぁ、はぁ」と肩で息をしながらベッドに横たわった。

        「はぁっ……すごく、よかったわ……」

        彼女の黒髪はベッドに横になったことで片側だけが乱れ、豊満な乳房はシーツの上に投げ出されている。陽菜が破いたストッキングからは、端のほうにめくれたままの黒いレースのショーツが見える。濡れた秘所が垣間見えている。

        由紀の乱れた姿を目の当たりにして陽菜はまた秘部を湿らせる。いっぽう由紀は陽菜の控えめなふくらみを見つめていた。その視線はしだいに陽菜の下半身へと移ろう。

        むくり、と由紀が起き上がる。

        「陽菜ちゃんのも……どんな具合か、見てみましょうか」

        「え……？」

        「脱いで……。陽菜ちゃんの大事なトコロも、私に見せて」

        ベッド端に座り込んでいた陽菜の手を取り、由紀は彼女の白いショーツの端に指を掛けた。中央にピンク色のリボンがついた綿素材の白いショーツはするすると足先のほうへ抜けていく。

        「濡れて染みになってるわね、陽菜ちゃんも」

        陽菜が身につけていたショーツを由紀は丁寧にベッド端に置いた。

        先生の両手が紺色のスカートをめくって太ももを撫で上げてくる。

        「んん……っ」

        陰毛を指でくすぐられる。陽菜は悩ましげに眉根を寄せる。

        「今日は陽菜ちゃんのお尻もよく見たいわ……。ねぇ、うしろを向いて」

        言われるまま、陽菜は体を回転させて四つん這いになった。由紀に尻を突き出す。

        （早くさわって欲しい……）

        下半身の焦れは最高潮だった。先ほど一度達したものの、由紀の秘所を愛でているあいだにまた潤みを増してしまった。触れて欲しくて――ぐちゃぐちゃにして欲しくてたまらない。

        「あぁ……可愛らしいお尻」

        「は……ぁ、ん」

        なめらかな手のひらがお尻を撫でまわすと、胸の先がひとりでに尖った。陽菜はピクッ、ピクッと過敏に反応して小ぶりの胸を小刻みに揺らす。

        「ぁ……っ！」

        陽菜の尻の割れ目を華奢な指がすうっと伝う。何ともむずがゆい。尻を左右に揺らしてもだえるさまは由紀を淫らに誘うばかりだ。

        「はぁ……伝い落ちてきたわ。陽菜ちゃんのいやらしい蜜が」

        蜜壷からあふれた愛液が陰毛を伝って陽菜の内股を濡らす。トロトロとあふれだしたそれを由紀は嬉しそうに間近で眺め、舌で掬った。

        「はぅっ！　……ん、はぁっ」

        秘所にはまだ触れられていない。内股をほんの少し舐められただけだというのに、蜜のあふれ口や淫乱な芽への愛撫を期待して過敏に反応してしまう。全身がぞくぞくとわななく。

        「可愛いわ、陽菜ちゃん。イイトコロを舐めてもらうのを待ってるのね」

        「んぅっ、ん……ン、はんっ！」

        由紀は陽菜の濡れそぼった割れ目を羽根で撫でつけるようにそろりそろりと指でたどった。

        （もどかしい……）

        指はなかなか秘裂の奥までやってこない。

        「由紀ちゃん、せんせぇ……」

        陽菜はほんの少しだけ由紀を振り返って彼女の名を呼んだ。すると由紀はうっとりとしたようすで息を吐いた。

        「陽菜ちゃんはおねだり上手ね……」

        そう言いながら、ようやく人差し指と中指で花弁を剥く。

        「ぁっ！　ん、ぁあっ……！」

        陰唇を指で割られた陽菜は吐息まじりに喘ぎ、ピクピクと腰を揺らした。揺らめく蜜濡れの秘芯を由紀はほほえましく見つめる。それから、花芽を挟むかたちで割れ目の溝を二本の指でこすり始めた。

        「はぅぅっ！　ぁ、あぁ……んぁっ、はぁん！」

        やっとそこに触れてもらえた。陽菜は絶え間なく嬌声を上げて悦ぶ。

        「嬉しい？　気持ちいい？」

        「んんっ、ぁ……あぅ、っふ……！　きもち、ぃ……ぁ、んはぅっ！」

        「ふふ……。もっとよくなるように、コッチもさわってあげる」

        由紀は片手を陽菜の胸めがけて伸ばした。ふるふると小さく揺れるいたいけな乳房をわしづかみにする。

        「あぁっ！　んっ、んはぁっ……！」

        下から持ち上げるように乳房を手のひらで包み込まれ、その先端を指でつつかれる。由紀の中指が、乳頭を何度も押し上げてくる。

        「あぁあっ、ぁんっ、んっ!!」

        体の中を渦巻く、めくるめく快感にめまいを起こしてしまいそうだった。

        「いいわ、陽菜ちゃん。すごくいい……。乱れた陽菜ちゃんはいっそう魅力的よ」

        「そん、な……ぁ、あっ！」

        ――保健室のベッドの上で胸と下半身をさらして四つん這いになっているこの状態が？

        白いセーラー服からのぞく乳房の先端は淫らに凝り固まり、めくり上げられた紺色のスカートの下はなにも身につけていないゆえに潤みきった秘所は少しも隠せておらず、あまつさえそこは先生にまさぐられている。脱ぎ損ねてしまったハイソックスのせいで、不恰好なことこの上ないだろう。

        「素敵よ、陽菜ちゃん。ほら……ココなんて、ぬるぬるした陽菜ちゃんの愛液が次から次にあふれてくる」

        「ひゃぅっ！」

        陽菜の蜜口にツプッと指を挿し、由紀はそのぬめった指で肉粒に触れた。何度かそれを繰り返し、花芽に蜜を塗り込めていく。

        「ふぁあっ、ぁ……んぁっ、はぅうっ」

        すべりがよくなったせいか、その小さな豆粒を少しでもこすり立てられるとそれだけで絶頂してしまいそうになる。

        「んはっ、ぁ……せんせ、ぇぇっ……！」

        「んん？　なぁに、陽菜ちゃん」

        「イ……ぁっ、イッちゃ……ぅうっ！」

        陽菜は下半身の蜜奥と、それからベッドの上についている両脚を小刻みに震わせた。ドクッ、ドクッと全身が脈動する。花芽が、快感に耐えきれず弾けた。

        自分自身を支えきれなくなった陽菜はシーツの上に突っ伏した。そんな彼女の腰に腕をまわし、由紀はゆっくりと陽菜を抱き起こす。

        「ねぇ……まだ、足りないでしょう？」

        「え……？」

        由紀は陽菜をうしろから羽交い締めにして、彼女の耳もとに顔を寄せた。

        「私は、足りないわ。……陽菜ちゃんの淫らな姿を、もっと見たいの」

        「……っ！」

        ぞくんっ、と淫らなたぐいの震えが走る。

        （あ……。由紀ちゃん先生の、胸が）

        背中に当たっている。セーラー服はいまだにめくり上がったままだから、素肌に彼女の乳房が触れている。その柔らかく温かな感覚だけで陽菜の下半身は興奮を取り戻す。

        「ぅん……？　なにもしてないのに乳首が勃っちゃったわね。どうして？」

        「ぁ……ゃ、うぅ……」

        陽菜の鮮やかな薄桃色の乳輪をすりすりとこすり立てて陽菜は彼女を問い詰める。

        「ねぇ、どうして？　教えて、陽菜ちゃん」

        「ぁ、あっ……！　せ、んせいの……胸が……背中に、当たってて……それ、で」

        「……そう」

        息を漏らして笑い、由紀は褒美だと言わんばかりに陽菜の乳首をふたつともつまんで引っ張り上げた。

        「あぁぁっ！　んっ、はふぅっ……ぁんっ、んッ！」

        硬い乳首をこねくりまわされ、いてもたってもいられず身じろぎする。そうすることで、背中に当たっている由紀の乳房の先端も尖っているのがわかった。硬いそれが背中にこすれて、それがまた新たな快楽を呼び込む。

        「やぁん……そんなに激しく動いたんじゃ、私まで気持ちよくなっちゃう。だめよ……いまは陽菜ちゃんを思いきり気持ちよくしてあげたいの」

        「そっ……ん、な……ぁ、あぁあっ！」

        それまで執拗に引っ張り上げられていた薄桃色のつぼみを今度はぐりぐりと指で押し込められる。硬くなりすぎた乳首は由紀の指を弾いて抵抗する。しかし由紀はそれすら愉しいようで、ほほえんだまま陽菜の首すじをベロリと舐め上げてさらに激しく乳頭をいたぶった。

        「はぅっ、うっ、あぁあっ！」

        乳頭をいじる指は決して優しくない。むしろ荒っぽいくらいなのに、どうして気持ちよくなってしまうのだろう。

        「あぁ、すごいわ……。陽菜ちゃんの蜜壷は際限がない。どんどんあふれてくる」

        由紀の片手が素肌を伝って下肢の付け根をまさぐる。ちゅぷっ、と水音が立つのと同時に陽菜は「はぁあんっ」といっそう艶っぽく喘いだ。

        「私の指を嬉しそうに咥え込んで……。愛らしいわ、陽菜ちゃん」

        陽菜のナカにくぐり込ませた指を由紀は大胆に前後させる。

        「あぁあぁああっ！　ひぁあっ、ンンッ!!」

        指が肉襞をこする。そこに摩擦はなく、むしろ襞が指に絡みつくようだった。それほど陽菜の肉壷は潤み、しなやかに蠕動して由紀の指を締めつける。

        「陽菜ちゃんが感じてると……私も気持ちいいの」

        由紀はもだえる陽菜の背中に乳首を押し当てながらさらに指を加速させた。恥骨の裏側を責め立て始める。

        「ひぁっ!?　あ、ソコ、はぁっ……あっ、ぁんんっ!!」

        陽菜はもう知っている。その一点をこすり立てられると自分がどうなってしまうのか。

        「ふぁあぁああっ――……!!!」

        あっという間に陽菜は絶頂し、秘部から淫らな潮を吹き出した。

        ぷしゅうっと勢いよく飛び出た陽菜の体液がベッドに染みを作る。

        「あ……シーツ……ごめ、なさ……」

        陽菜は息を荒げたまま謝罪する。

        「いいのよ、気にしないで。それより……少しお眠りなさい。疲れたでしょう？　連日だもの……」

        ベッドの上に優しく横たえられる。眼前には、ふくよかな乳房。陽菜は由紀の胸に顔をうずめる恰好になった。

        おずおずと、彼女の腰に腕をまわす。

        （温かい……柔らかい。いいにおい……）

        瞬時に眠気に襲われ、まどろむ。背中をポン、ポンと叩かれている。それがまた入眠を手助けする。

        陽菜は数分も経たず、深い眠りに落ちていった。

        


        　

        　

    

    
        六　保健医は彼女を記録する

        　

        規則正しい寝息が聞こえるのを確認したあと、由紀はそっと陽菜の腕の中から抜け出した。

        乱れた白衣や胸のところだけ開いたままのブラウス、それから腰のあたりでもたついているスカートを正しもせず、デスクの引き出しからスマートフォンを取り出して足早にベッドへ戻る。

        まずは、すやすやと眠る陽菜の顔をアップでカメラにおさめた。そして次は少し距離を取って、乳房もおさまるようにシャッターを切る。

        （可愛い……可愛い……ッ）

        紺色のスカートをめくり上げ、顔と乳房も同時に画面に入るように撮る角度を調整して秘所を映す。何枚も何枚も、由紀はそうしてスマートフォンで陽菜を撮影した。

        ふと、陽菜のショーツが目に入った。由紀は白いそれを手に取り大きく息を吸い込んで匂いをかいだ。

        （陽菜ちゃんの匂いがする……）

        下半身に疼きを覚えた由紀はスマートフォンをかたわらに捨て置き、陽菜の体を慎重に仰向けにした。彼女はいま眠りが深いようで、起きる気配はまったくない。

        由紀は陽菜の足をつかんで左右に大きく開き、その付け根に顔を寄せた。

        陰部はまだ濡れていた。その蜜を舌で丁寧に舐め上げながら、由紀は自身の蜜壷と淫核に手を添える。

        「ふ……んっ、んぅっ」

        片手をベッドについて自身を支え、舌と指をそれぞれ動かしながら肩を揺らして乳首をシーツにこすりつける。

        （陽菜ちゃんっ……）

        彼女の喘ぎ声、よがる顔。潤んだ瞳と温かな肌を思い出しながら由紀はひたすら自身を愛でる。

        「ンンッ――……！」

        すぐに達してしまった。いや、なかば無理やり絶頂した。もし陽菜が目覚めて、眠っている彼女の大切なところを舐めながら自慰をしていることがバレたら自分は軽蔑される。だから早々に終わらせる必要があった。

        （嫌われたくない）

        ――陽菜のことは前から気になっていた。

        陽だまりのような笑顔。正直者で純粋で――穢れを知らない。

        （でも……私が穢してしまったわね）

        彼女の悩みを利用して、ほんのだけ少し自分の欲を満たすつもりが――行き過ぎたことをしてしまった。

        （でも、抑えられないの）

        陽菜の柔肌を、そして発展途上の乳房を目にしてしまったら、欲望が抑えられなくなった。

        しかし陽菜も、まんざらではなさそうだった。初めての蜜戯に深く溺れている。

        （好きよ、陽菜ちゃん……）

        ――ああ、またくすぶってきた。

        由紀は身を起こし、陽菜に覆いかぶさる。

        すっかりリラックスして平らになっているピンク色の乳首を、ツンッと指でつつく。

        「ふぁ……」

        「――！」

        由紀はあわてて飛び退く。どきどきと心臓を高鳴らせながら陽菜のようすをうかがう。

        「……むぅ」

        陽菜は寝返りを打って、また規則正しい寝息を立て始めた。

        ホッと息をつき、由紀もまた横たわる。陽菜の乳房をまじまじと見つめたあとで、そこを控えめに舐め上げた。

        （……私だけを見て）

        　――他の男なんか好きにならないで。

        （でも……そんなふうになっちゃだめ）

        彼女はきっと男性を好きになって、ごく当たり前に結婚して、子どもを産む。

        （彼女の未来を私が潰してはだめ……）

        陽菜の乳首を舌でつついて揺らしたあと、由紀はのそりと起き上がってふたたびスマートフォンを手に取った。

        ――だから、記録しておくの。彼女が私を必要としなくなっても、寂しくないように。

        


        　

        　

    

    
        七　想いの自覚

        　

        「俺たちまた付き合お」

        昼休みの屋上で、陽菜は目を丸くしていた。

        いま目の前にいるのは、以前付き合っていた彼――藤木くんだ。

        「ええっ、と……」

        彼に突然、屋上に呼び出されたかと思えば唐突にそんなことを言われ、陽菜は返答に困る。

        「いま付き合ってるやつ、いないんだろ？　じゃ、いーじゃん。俺、やっぱ陽菜がいい」

        陽菜は思いきり眉根を寄せた。そんな陽菜を見て藤木はなにを思ったのか、

        「じゃ、考えといて」

        口早にそう言って立ち去ってしまった。

        （藤木くんと、また付き合う……？）

        陽菜は階段を下りながら考え込んだ。頭の中に浮かんだのは由紀ちゃん先生の顔。足は自然と保健室へ向かう。

        「……失礼します」

        幸い、保健室には先生だけだった。ラッキーだ。昼休みにはたいてい誰かしらいるものだ。

        「陽菜ちゃん！　……どうしたの？」

        由紀は陽菜の浮かない顔にすぐに気がついて彼女に駆け寄る。

        「あの、じつは……藤木くん――あ、前に付き合ってた人なんですけど、また付き合わないかって言われて」

        由紀の表情が引きつる。陽菜はうつむいているため、そのことに気がつかない。

        「そ……う。いいんじゃない？」

        「えっ!?」

        陽菜はバッと勢いよく顔を上げる。由紀はいつものようにほがらかにほほえんでいた。

        「今度こそ、彼と幸せになってね――」

        　

        ――わたし、なにしてるんだろ。

        大きなベッドの端に座り、陽菜は赤い壁を呆然と眺めていた。シャワーと、それから下手くそな鼻歌がかすかに聞こえる。

        藤木に誘われて、陽菜はいまラブホテルにいる。

        シャワーを浴びてバスローブを着たものの、帰りたくてたまらない。

        （由紀ちゃん先生、どうして……）

        陽菜は否定されたかった。元彼となんかヨリを戻すな、と。

        （でも、先生は……わたしのこと……）

        そもそも彼女とは何でもなかったのだ。自分は先生の『特別』なのだと、勘違いをしていた。

        陽菜は愕然とした。先生と特別な関係になりたかったのだとあとから思った。

        「――お待たせ、陽菜」

        藤木がシャワールームから出てきた。腰にタオルを巻いただけの状態だ。

        「うん……」

        陽菜は上の空で返事をする。頭の中は相変わらず由紀のことばかりだ。

        （由紀ちゃん先生は、わたしのこと……きっと何とも思ってないんだ）

        だから、元彼との復縁をああもアッサリと後押ししたのだ。

        「陽菜、脱いで……」

        藤木が陽菜のバスローブを脱がせにかかる。バスローブの腰ひもをほどかれると、すぐに小ぶりの胸がさらけ出た。

        「はぁ、やっぱ陽菜は可愛いな」

        藤木は陽菜の形のよい乳房を視姦し、そのいただきに指で触れる。

        「――！」

        心ここにあらずだった陽菜は急に我に返り、バッと胸もとを押さえて立ち上がった。

        （いやだ、気持ち悪い――！）

        ゴツゴツとした指に嫌悪感を覚えて陽菜は震えを起こす。

        「え、ちょっと……陽菜？」

        「……藤木くん、ごめん。やっぱりできない。藤木くんと付き合うのも、できない」

        「は？　なんでだよ」

        陽菜は彼を振り返り、深々と頭を下げてふたたび謝った。

        「――ほかに好きな人ができたの」

        　

        陽菜はとあるアパートの前で立ち尽くしていた。いまだに迷いがあり、二の足を踏んでいる。

        ここは由紀が住んでいるアパートだ。先生の住所は友だちの友だちの、そのまた友だちから聞き出した。

        （家に押しかけるなんて迷惑だってわかってるけど……）

        それでも、どうしても先生の『特別』になりたい。

        陽菜はアパートの階段をのぼり、先生の部屋とおぼしき扉の前に立ち震える指先で玄関のチャイムを押した。

        『――はい』

        インターホン越しに聞こえたその声は確かに先生のものだった。

        「あ……突然すみません、中園です」

        『……陽菜ちゃん』

        しばし間があった。インターホンを切られてしまったのではないかと不安になり始めたころ、

        『いま、出るわ』

        ポツリとそう聞こえて、ガチャッと受話器を置いたらしい音がした。

        陽菜はひどく緊張していた。笑顔で迎え入れられるとは思っていなかった。先生の声音は暗かった。やはり迷惑なのだ。陽菜はとたんに怖気づいた。

        指先がカタカタと震え始める。ワンピースの裾をぎゅうっとつかむことで何とか震えを止めた。

        ゆっくりと、玄関扉が開く。

        「……陽菜ちゃん。どうして……」

        先生は困ったような顔をしている。いや、確実に困らせている。

        「あ、あの……わたし」

        伝えよう。望みがなくても、想いだけは。

        「藤木くんとは、別れました。わたし……その、由紀ちゃん先生のことが……っ」

        「――勘違いしないで」

        陽菜の言葉をさえぎるように由紀は言い連ねる。

        「陽菜ちゃんが男性とうまくやっていけるように、シていただけよ。いつまでもあんなこと……できるわけないでしょう？」

        由紀は悲痛な面持ちで目を伏せた。

        ――それは、とても辛そうで。本当はわたしとの『そういう』関係を望んでいるのではないかと思えてくる。

        陽菜は大きく息を吸い込んだ。

        「もし終わりがくるとしても……それでも私は由紀ちゃん先生が好き。大好きなのっ！　少しでも、そばにいたい……！」

        陽菜の顔は全力疾走したあとのように真っ赤になっていた。激しい運動をしたあとでもないのに呼吸は荒く、息が切れる。心臓はありえないくらいバクバクと高鳴ってうるさい。

        「陽菜ちゃん……」

        由紀の瞳は潤んでいた。哀しそうな、いや、嬉しそうな――よくわからない。

        「部屋の中に、入れてもらえませんか？」

        もっと会話する必要があると陽菜は思った。

        「……でも、そうしたら……陽菜ちゃんはきっと私を軽蔑する」

        陽菜は由紀の目をじいっと見つめ続ける。無言の主張だ。

        「……わかったわ。入って」

        由紀は陽菜を部屋へ招き入れる。帰りそうにない陽菜に由紀は根負けした。

        「お邪魔します」

        ずうずうしいのは百も承知だが、ここまできたからには先生の気持ちを知りたい。

        （由紀ちゃん先生は本当にわたしが男の人と付き合ってもいいって思ってるの？）

        それは建前ではないのか。養護教諭としての立場や、女性同士だということを気にしているのではないか。

        （わたしは……そんなの気にしない）

        たった二回。されど二回。彼女の温もりを知ってしまったいま、もう後戻りはできない。好きだという想いはとどまるところを知らずふくれ上がる。

        陽菜は前を歩く由紀を見つめる。

        白いニットのワンピースは体にピタリと張りついていて、由紀のプロポーションのよさを際立たせる。肩や胸、それから太ももは大胆に露出している。髪の毛は、いつものように束ねられてはいない。肩甲骨をすっぽり覆い隠す黒い髪は艶がありサラサラだ。

        そうして先生を観察しながらリビングルームの中に入った。あまりキョロキョロと部屋の中を見まわすのは失礼だから、控えめに視線を走らせる。

        家具はほとんど黒か白だった。花瓶やカゴなどの小物はピンク色で統一されている。

        由紀は無言で部屋の隅へ歩く。陽菜はそれを目で追う。

        「……！」

        先生は黒いデスクの上に手をついた。哀しげにこちらを見つめている。

        （あれって……わた、し？）

        ――デスクの前のコルクボードに飾ってあるのは、半裸のわたし。

        乱れたセーラー服から秘めるべきところが淫らにさらされた陽菜の写真が、デスクの前に何枚も貼りつけてある。

        「私ね……」

        言いながら由紀はデスクの前の椅子に腰を下ろす。座ったままくるりと向きを変え、由紀はかかとを椅子の座面に乗せた。陽菜に見せつけるように大きく脚を開く。白いニットのワンピースの裾がめくれ上がって、ショーツが丸見えになった。

        「こうやって……陽菜ちゃんの写真を見ながら自分を慰めるの。陽菜ちゃんの喘ぎ声を思い出して……妄想するの。私を好きだと泣き叫んでいる陽菜ちゃんを」

        由紀は透け感のある黒いショーツの中に指を入れ、秘芯をまさぐった。指の動きは激しい。

        陽菜は言葉もなくそれを凝視する。

        「……軽蔑、したでしょう？」

        哀愁を漂わせて由紀が嗤う。

        「……由紀ちゃん先生」

        陽菜はゆっくりと由紀に歩み寄る。肩に掛けていたバッグを床の上に置き、彼女のすぐそばでひざまずいた。

        先生を見上げる。由紀は驚いたような顔をして陽菜を見下ろしている。彼女の手の動きは止まってしまった。

        陽菜は首を傾げてほほえむ。

        「軽蔑なんか、しないよ。……嬉しい。わたしを見て興奮してくれてたことが」

        そっと手を伸ばす。陽菜の指先が黒いショーツに触れると、由紀はピクッと脚を震わせた。

        「ねえ、見せて……。先生のココ、どんなふうになってるの？」

        陽菜は由紀を見上げたまま黒いショーツの両端に指を掛けて引き下ろした。

        「ぁ……」

        由紀は恥ずかしそうにしているが、嫌がって暴れたりはしない。陽菜はショーツを足先から抜けさせて、カーペットの上にそっと置いた。

        「舐めても、いい？」

        「えっ……!?」

        うろたえる由紀を見て陽菜は口の端を上げる。ふだんは余裕たっぷりといったようすの由紀があわてているのは新鮮だ。

        「いいよね？　だって、由紀ちゃん先生だってわたしのを舐めたり吸ったりしてるんだもん。だからわたしも」

        彼女の内股を手で押さえ、陰唇に顔を寄せる。そこはまだあまり濡れていないようだった。

        べえっと舌を出し、陽菜は由紀の小さな豆粒を下から舐め上げてみる。

        「ふぁあっ！」

        ビクンッ、と大きく体を震わせて由紀が喘ぐ。陽菜はその反応に歓び、その小さな肉の粒を今度はペロペロと舐めまわした。

        「ぁあんっ、んっ……！」

        長い黒髪を振り乱して由紀はよがる。

        （由紀ちゃん先生、気持ちよくなってくれてるんだ……）

        そう思うと自分自身の蜜奥も潤んだ。いや、彼女が自慰をしているのを目にした時点ですでに濡れ始めていた。

        陽菜は懸命に由紀の花芯を舌で撫で、ときには口に含んで舐めしゃぶった。

        「あ、ぁあっ……！　陽菜ちゃん……っ、はぅ、うっ」

        「ん、む……」

        由紀の膣口から透明の液体がとろりとあふれてきた。陽菜はすかさずそれを舌で掬いにいく。

        「はぁんっ！　ぁふっ、んぅっ……！」

        初めて口にする、愛蜜。味はよくわからない。

        （わたしの舌が気持ちよくて、先生はこれをあふれさせたんだ……）

        性的な愉悦が、蜜の味を甘いものだと錯覚させる。

        次から次にあふれてくる淫蜜を、陽菜は夢中ですすった。

        「だめ、よ……ッ、陽菜ちゃ……ぁっ、そんな……ぁ、あぁあっ！」

        ぬめりけを帯びた淫核を陽菜は指でこすり立てながら蜜口から舌をくぐり込ませ、狭道の浅いところをぬちゃぬちゃとえぐる。

        ちらりと彼女を見上げると、先生は自身の顔を両手で覆ってしまった。恥ずかしいのだろう。

        （先生の顔、もっとよく見たいのに……）

        そんな不満を発散するように陽菜は指と舌をさらに激しく突き動かした。

        「ひぁっ、あぁあぁっ――!!」

        ビクッ、ビクッという脈動が指と舌を通して伝わってきた。

        由紀は絶頂し、力をなくしてクタリと椅子の背に体を預ける。その息遣いは荒い。秘部を開け広げにして大きな乳房を揺らして息をしているさまはひどく淫らだった。

        由紀は自身の顔を手のひらで覆い隠したまま言う。

        「だめ、なのに……。陽菜ちゃんには、もっと……ふさわしいひとがいるわ」

        震えを帯びた声は涙の前のような響きを含んでいた。いつも悠然としている彼女とは似つかわしくない。

        「……そんなひと、いないよ」

        陽菜はゆっくりと立ち上がり、由紀の両手をつかんで左右に開く。彼女の瞳は潤んでいた。

        「由紀ちゃん先生のせいなんだからね。先生の温かさを知っちゃったら……離れられなくなったの。どうしてわたしにあんなことしたの」

        「それは……陽菜ちゃんが可愛いから、つい……」

        「わたし、先生に触られて……虜になっちゃった。だから、責任取って……ずっと一緒にいて？」

        いよいよこらえきれなくなったのか、由紀の目から大粒の涙がこぼれた。

        「……いいの？」

        ぼろぼろと涙をこぼしながら由紀は陽菜に訊いた。

        「だれにも『だめ』なんて、言われてない」

        涙の軌跡を指で拭い、陽菜は由紀の濡れた頬にキスをした。由紀はまぶしそうに目を細める。

        「陽菜ちゃんっ……！」

        先生の腕が腰にまわり、引き寄せられる。陽菜は倒れ込むように椅子に座り、由紀と抱き合った。

        「んっ……！」

        両頬をつかまれ、唇を塞がれる。すぐに舌が割り入ってきた。絡め取られた舌はぴちゃぴちゃと奔放にもてあそばれる。

        「んふ、ぅうっ」

        あまりに激しく口腔をむさぼられ、息苦しくなってくる。しかし気持ちはそれとは真逆だった。歓びに満ちあふれている。

        「陽菜ちゃんに、さわりたい……」

        唇をほんの少しだけ離してそう言って、由紀はふたたび陽菜の口の中に舌を挿れた。

        「んふ、んっ」

        ――いいよ、さわって。

        そう伝えたいのに、こうも激しく口の中をかきまわされては言葉を発することができない。

        陽菜は想いを伝えるために、由紀の体に先に触れることにした。腰のあたりにあったニットワンピースの裾をさらに上へめくって下着をあらわにする。由紀の背に何とか腕をまわしてブラジャーをゆるめ、手のひらにあまる大きな乳房をわしづかみにした。

        「ンンッ」

        くぐもった喘ぎ声を漏らしたのは由紀のほうだ。陽菜に乳房をつかまれて悦んでいる。

        陽菜の意思はきちんと由紀に伝わったらしい。由紀は陽菜のシフォンワンピースの中に性急さをにじませて手を突っ込む。

        「ん、はぁっ！」

        唇が離れるなり陽菜は大きく喘いだ。下着の上からとはいえ乳首をカリッと引っかかれて、喘がずにはいられない。

        そうして陽菜が喘ぐと、由紀はたまらないといわんばかりの顔になって陽菜のシフォンワンピースの背のファスナーを引き下ろした。青いブラジャーのホックを弾き、ワンピースと一緒くたに肩から落とす。

        明るみに出た小さな乳房を由紀はすぐに手の中におさめた。

        「はぁ……陽菜ちゃんのおっぱい、柔らかくて……それに、すごく可愛い。私の手に吸いついてくる」

        「ぁふ、んん……」

        やわやわと揉み込まれる。陽菜は小さく喘いで身じろぎした。

        「私……陽菜ちゃんのことがどんどん好きになる。想いを、止められなくなる……」

        陽菜の乳首を指で押し上げながら由紀はそう口にした。

        「止め、なくて……いい、よ？」

        陽菜もまた由紀のふくらみの先端を指でつつく。

        「ぁん……」

        いまだに潤んだ目を細めて由紀は嬉しそうに喘いだ。

        陽菜もまた鼻の奥がツンときた。

        （想いが通じ合うって、こんなに幸せなことなんだ）

        幸福感で胸がいっぱいになり、底なしに先生を求めてしまう。

        （藤木くんに告白されたときは……こんな気持ちにはならなかった）

        彼に好きだと言われて嬉しかった。でも、いま思えば少しも想いを返していなかった。

        （藤木くんのこと、好きでも何でもなかった）

        いまだからわかる。いま、目の前にいる彼女が愛おしすぎて、よくわかるのだ。

        「あぁ、もうガマンできない……。舐めさせて、陽菜ちゃん」

        ――触れたい。触れられたい。愛おしいがゆえにそう思う。

        「ふぁっ……！」

        陽菜の乳房をつかんだ由紀はその先端を指で際立たせてからそこに舌を這わせた。鮮やかな薄桃色は由紀の舌になぶられて躍り狂う。

        「ぁっ、あ……んっ、はぅっ」

        こうして乳首を舐められているだけでも気持ちがいいけれど、もはやそれだけでは満足できない。

        陽菜は喘ぎながら由紀の乳首をふたつとも指でつまんでしごいた。

        触れられるばかりでなく、触れたい。

        「んん……っ！」

        由紀が嬉しそうにうめく。

        （すごく硬い……由紀ちゃん先生の乳首）

        強く押すと、指が弾かれてしまう。コリコリとした感触がたまらない。陽菜は由紀のしこった乳頭を指で執拗に柔肉へ押し込んだ。

        そのいっぽうで、由紀もまた硬くなった陽菜の乳首を舌でしつこくつついていた。

        「ふはっ、あぁ……！」

        陽菜がもだえることでふたりが乗っている椅子が揺れる。ギシッという音が妙になまめかしく感じられる。

        （あぁ、どうしよう）

        陽菜はいま由紀の膝の上に乗っている状態だ。乳首を舐められ、脚の付け根が濡れてきている。このままでは由紀の服や肌を蜜で汚してしまう。

        「ぁ、の……由紀ちゃん先生……っふ、ぁんっ」

        「んふ……？」

        「わた、し……すごく濡れてきてて……っあ、ぁふっ！」

        「んん」

        「だ、だから……っ、由紀ちゃん先生の服、汚しちゃ、ぅう……！」

        乳頭をいたぶる舌の動きが激しさを増す。

        「んあぁっ、はぅうぅ……!!」

        陽菜の薄桃色をじゅううっ、と強く吸い立ててから由紀は顔を上げた。

        「いいわよ……。陽菜ちゃんの蜜で私を塗りつぶして？」

        「ひぁっ、はぅっ」

        由紀の両手がワンピース越しに陰毛のあたりをこする。じかに触れられているわけではないのに、それだけで気持ちがよくなってまた愛液をあふれさせてしまう。

        「ここじゃ……陽菜ちゃんを思いきり可愛がれない。ベッドへ行きましょう？」

        「ん……」

        陽菜は恥ずかしそうにこくっとうなずいた。

        


        　

        　

    

    
        八　先生の寝室はおもちゃがいっぱい

        　

        由紀の寝室はリビングと同様、黒と白を基調に挿し色はピンクで統一されていた。ただ、窓ぎわに並べられていた小物を除いて。

        （あれって……）

        陽菜は初めて目にする、いわゆる大人のおもちゃに釘づけになる。

        「……陽菜ちゃん、おもちゃで遊ぶ？」

        まるで幼な子に訊いているような、それでいて妖艶な声音だった。

        「う……う、ん」

        素直に答えると、由紀は窓ぎわにあったおもちゃをすべてベッドに並べた。

        「どれから遊ぶ？　迷っちゃうわね……。さぁ、陽菜ちゃん。こっちにきて」

        陽菜はひたひたと由紀のもとへ歩く。ベッドに到着すると、すぐに押し倒された。

        由紀は陽菜に覆いかぶさり、肩に引っ掛かっていただけのシフォンワンピースとブラジャーをするすると足先のほうへ引き下げていった。

        「陽菜ちゃんは私のことが好きなのよね」

        「うん、好き」

        「もう、遠慮しなくていいのよね……」

        「――え、っと」

        これまでの蜜戯で彼女は遠慮していたのか。

        （あんなに激しかったのに？）

        遠慮しない先生に体をいじられたら、いったいどうなってしまうのだろう。頬がジワジワと熱を帯びてくる。

        「あ……」

        あれやこれやと考えているあいだにワンピースは足先から抜けて、残っているのは青いストライプのショーツだけだ。

        「可愛い下着だから、しばらくこのままにしておきましょ」

        「えっ!?」

        陽菜は頓狂な声を上げて由紀を凝視する。

        「……じゃあ、由紀ちゃん先生も同じ恰好がいい」

        由紀は一瞬、驚いたような顔になったが、またすぐに微笑して「いいわよ」と答えた。

        陽菜は由紀がニットワンピースを脱ぐのをじいっと見つめる。

        実りのよい乳房はいつ見ても扇情的だ。シースルーの黒いショーツだけを身につけた由紀はさながら性の女神だ。

        「陽菜ちゃん……」

        由紀の長い黒髪が陽菜の胸に触れる。迫りくる彼女は淫らで美しい。陽菜はますます胸と下半身をドクドクと高鳴らせた。

        「手始めにはやっぱりコレかしら」

        由紀は陽菜に覆いかぶさったままローターを手に取った。青色のそれは黒と白、ピンク色しかないこの部屋ではとても目立った。

        由紀は手にした青いローターを陽菜の素肌に這わせる。

        「ンンッ……」

        小さなローターが脇腹を撫でて這い上がってくる。くすぐったい。

        「指とはまた違う感覚でしょう？」

        「ん、んぅ……」

        脇腹を往復していた小さなおもちゃはしだいにふくらみのほうへ近づいてきた。

        「ふぅ、ぁっ……！」

        ふくらみの色づいているところにそれをあてがわれる。先端にはまだ触れられていない。しかしそれゆえに、もどかしさを伴った絶妙な快感に見舞われる。

        「ムクムクッて勃ち上がってきたわね、陽菜ちゃんの乳首……。可愛い」

        由紀は陽菜の尖った乳嘴を間近でしげしげと眺め、その根もとをローターでくすぐった。

        「ぁ、あっ」

        おもちゃの電源はまだ入っていない。それでも、こうして由紀に乳首をつつかれているだけで気持ちがよかった。

        「これくらいで満足してちゃ、だめよ？」

        その言葉のあとすぐにカチッ、という音が聞こえた。

        「んぁ、あぁああっ！」

        震え出したローターが薄桃色の屹立をぶるぶると淫らに揺さぶる。

        脳天を突き抜ける勢いで、手や足の爪先まで快感がほとばしるようだった。

        「ね？　こうするとすごいでしょう」

        「んはぁっ、あ、ぁうっ！　ゃあぁっ……！」

        うごめくローターが乳輪をたどり、いただきをグニグニと押しつぶす。

        「片方ばっかりじゃ不公平ね」

        由紀はローターを這わせていないほうの乳首を無遠慮にギュッと指でつまんだ。

        「ひゃっ!!　ぁ、だめ……あっ、あぁあっ、んんっ！」

        陽菜は口もとを押さえて足先を突っ張った。

        ――一瞬で絶頂してしまった。

        「あら？　陽菜ちゃんたら……」

        由紀はクスッと笑い、ぐたりとしてベッドに肢体を投げ出している陽菜の体を舌で舐めたどり始める。

        「ふ……ぁ、あ……」

        熱い舌はさらけ出ている素肌をあますところがないというくらいにベロベロと舐めまわす。

        陽菜のみずみずしい柔肌を貪りながら、由紀は青いショーツの中にローターを忍び込ませた。

        「あっ……!?」

        「ふふ……一緒に、しましょうか」

        由紀は陽菜のショーツに手を突っ込み、ローターが淫核に当たるように調整した。それからもうひとつ、今度は白いローターを手に取り自身のショーツの中へ入れる。

        「脚を広げて……」

        寝転んだまま脚を開かされる。陽菜の片脚を持ち上げてその付け根にクロスさせるような恰好で由紀は自身の秘所を押しつけた。由紀の下着はシースルーだから、白いローターは目立つ。それは確かに、彼女の豆粒にあてがわれている。

        「電源、入れるわね……」

        「え、っ」

        先生の秘所を押しつけられただけでも、また達してしまいそうになったのに。

        由紀はそれぞれのローターのスイッチを両手で押した。

        「――ぁ、あぁああぁっ!!」

        敏感な豆粒にじかに響く振動はもちろんのこと、由紀のそれを刺激するローターからも微振動が伝わってきて、これでもかと快感を煽る。

        「陽菜ちゃん、気持ちいい？　私はすごくイイわ……！　ぁ、あぁ……っ！　もぅ、イッちゃいそうよ……！」

        言いながら由紀は腰を揺すってローターをうごめかせる。つられて陽菜もまた体を揺さぶられる。ふたりの乳房は振れ幅は違うもののふるふるとなまめかしく揺れた。

        互いに、互いのよがる顔と揺れる乳房を見て興奮する。

        「わ、わた、し……も……ぁうっ、うぅうっ！」

        陽菜は唇を噛み締め、悦んで絶頂を迎える。由紀も同じように快楽を極め、身の内をビクン、ビクンッと打ち震わせた。

        「んん……もっと愉しむつもりだったのに……。陽菜ちゃんのよがる顔が可愛すぎて、イッちゃった」

        ペロッと口の端を舐めて由紀は陽菜の青色のショーツを脱がせにかかる。

        「陽菜ちゃんのココ、どんなふうにとろけてるかしらね……？」

        「ゃう……」

        陽菜はされるがままだ。あらわになった陽菜の秘所は土砂降りの雨のあとのようにぬかるんでいた。

        「すごくイイ状態ね……」

        「っん、ぁッ」

        陽菜の蜜でぬめったローターはそのまま彼女の肉粒にあてがわれ、もうひとつの――由紀のショーツの中にあったローターは陽菜の乳首に押し当てられる。

        「あぁあ、ん……！」

        いま乳首に当たっているローターの、このぬめりは由紀の愛蜜なのだ。そう思うと、絶頂したばかりだというのに下半身の奥が甘く疼いた。

        「だめっ、由紀ちゃん先生ぇ……っ！　また、イッちゃうよ……！」

        「いいのよ、イッて……。今度はナカも一緒に気持ちよくなって？」

        いったいどこから取り出したのか、由紀はいつの間にか包帯のようなものを手に持っていた。陽菜の乳首と淫核に、その包帯のようなテープでそれぞれローターを固定する。

        「――!?　ゃっ、そんな……ぁっ」

        ローターはいまはまだ息をひそめている。これが動き出してしまったらと思うと、それだけで体は淫らに期待して脈づく。

        「ナカはこっちで突いてあげるわね。小さいから奥までは届かない。痛くはないはずよ」

        見せられたのは先生の手のひらから少しだけはみ出す程度の、曲がりくねった棒だった。

        「コレでＧスポットをこすると、すごく気持ちがいいのよ」

        「じ、じーすぽっと？」

        目を白黒させる陽菜に向かって由紀はにっこりとほほえみかける。

        「このあいだ私が指でこすったところよ。気持ちよくて潮を吹いちゃう、あの場所」

        「……！」

        陽菜は待ったをかける。

        「由紀ちゃん先生、だめだよ。またシーツを汚しちゃう」

        「平気よ。私の体で受け止めるから……。私に、いっぱい浴びせて欲しいの」

        「……っ、あ、ぁあっ！」

        由紀は陽菜のあわいに小ぶりのバイブを挿し入れた。おもちゃは難なく膣内におさまってしまう。

        由紀は上から順におもちゃのスイッチを押していく。乳首のローター、次は陰核。そして、いま挿し入れたばかりのバイブ。

        「ひっ――ぁ、あぁあぁあっっ!!」

        すべてが振動を始めると、もうわけがわからなくなった。気持ちがいいのには違いないけれど、気持ちがよすぎて意識がどこかへ飛んでいってしまいそいだ。

        ローターが貼りついていないほうの乳首を指で丹念にこねながら由紀はゆっくりとバイブを動かして陽菜の内側をこする。

        「可愛いわ……。もっと声を聞かせて」

        「ひぁっ、あ……ぁあ、んぁあっ!!」

        体の中を快楽が渦巻いてせり上がってくる。外へ出たくて仕方がなくなる――。

        「イッ、ちゃ……うぅうぅぅっ!!」

        宣言したのと同時に陽菜の秘部から透明の液体がぷしゅうっとすさまじい勢いで噴き出し、由紀の体を――下半身をべっとりと濡らした。

        「ぁ……！」

        呆然とする陽菜を、由紀は嬉しそうに見下ろす。

        「ありがとう、陽菜ちゃん。でも、私……まだ、足りないの」

        


        　

        　

    

    
        九　報復

        　

        昼休み。陽菜は毎日のように保健室を訪ねていた。時には友だちと一緒に。時には一人で。一人で訪ねると、必ずといっていいほど互いの体をまさぐり合うことになる。

        今日は、一人で保健室を訪ねた。

        「はい、ミルクティー」

        「ありがとう、由紀ちゃん」

        「んもぅ、陽菜ったら。ふたりきりのときはお互い呼び捨てにしようって決めたのに」

        「はは……そうだけど、やっぱり呼び捨てになんてできないよ」

        『由紀』と呼び捨てには何となくできなくて、結局『先生』をつけずに『由紀ちゃん』と呼ぶことにした。

        陽菜は丸椅子に座ってミルクティーを飲みながら由紀のようすをうかがう。

        （あれから何回も……。先生も、いったい何回イッたんだろう）

        由紀のアパートで、ふたりは幾度となく絶頂した。疲れ果てて、最後のほうはほとんど覚えていない。

        「由紀ちゃん、あの――」

        「失礼します」

        陽菜の言葉をさえぎるように誰かの声が響いた。

        ――その男の声には聞き覚えがあった。

        「……どうぞ」

        由紀はほんの少しだけ眉をひそめて入室をうながした。

        保健室の中へ入ってきたのは陽菜の元カレ、藤木だった。

        「藤木くん……だったわよね。どうしたのかしら」

        「ちょっと、陽菜を探してて。……ここにいたんですね」

        「……中園さんにいったい何のご用？」

        由紀はほほえんでいるが、どことなくとげのある言い方だ。

        藤木は保健室の丸椅子に座る陽菜を見下ろして嘲笑する。

        「先生、こいつ不感症なんですよ。何とかしてやってくれませんか」

        「――！」

        顔を上げることができない。陽菜はうつむいたまま、彼が帰るのを待った。由紀が適当にあしらってくれると思った。

        しかし違った。由紀は「ははっ」と高笑いして回転椅子から立ち上がり、陽菜の手を引いてベッドへ向かう。

        「ちょっ、あの……由紀ちゃん、先生？」

        ベッド端に腰掛けた由紀は陽菜にも同じようにベッドに座るよううながした。それも、由紀の前に。

        陽菜は戸惑いながらも由紀の指示にしたがう。

        藤木はきょとんとしたようすでベッドに座るふたりを見つめている。

        「……陽菜」

        プチンッ、というのはブラジャーのホックが弾ける音。

        「――っ!!　由紀、ちゃんっ!?」

        由紀はうしろから手をまわして陽菜のセーラー服の中を手探りする。ホックを外されてゆるくなったブラジャーの中に由紀は手を這わせ、そのいただきをクニクニと指で押し上げた。

        「ぁ……ん、ぁぅっ」

        陽菜の乳首を指でしごき上げながら、もう片方の手は紺色のスカートの中をまさぐり始める。

        保健室の扉の前に棒立ちになっている藤木には見えないように配慮しているらしく、由紀はスカートをめくり上げはしない。スカートはそのままで、ショーツの中へ指を入れて秘芯を指でこねる。

        「ふ、あぁっ……！」

        この体は由紀によってすっかり快楽を覚えさせられているから、愛蜜はすぐにあふれてくる。由紀は陽菜の蜜を指に絡め、その濡れた指先を藤木に向かって見せつけた。

        「これを見ても陽菜が不感症だって言うの？」

        藤木の顔は真っ赤だ。彼の下半身はふくれ上がっている。

        「――もう二度とこの子に近づかないで。もしなにかしたら……その幼稚なペニス、使い物にならないようにしてあげるわ」

        「――っっ！」

        藤木は赤い顔のまま、下半身を押さえて逃げるように保健室を出て行った。

        陽菜はポカンとして、うしろにいる由紀に体をあずける。しばらくして、頭上から申し訳なさそうな声が降ってきた。

        「……ごめんなさい。でも私――悔しくて。陽菜はこんなに可愛いんだぞって、見せつけてやりたくて、ついカッとなって……」

        由紀は陽菜の首に顔をうずめる。

        「嫌だったでしょう？　あんな奴の前で……。本当にごめんなさい」

        陽菜はくすぐったそうに目を細めたあと、ふるふると首を横に振った。

        「藤木くんは確かにイヤだけど、由紀ちゃんは違うから……大丈夫だよ」

        陽菜が由紀を振り返る。ふたりが「ふふっ」と笑いあったそのとき、昼休みの終了を告げる予鈴が鳴った。

        「あ……行かなくちゃ」

        「寂しいけど……仕方ないわね。ああ、そうだ。今日は身体測定をするから、放課後またいらっしゃい」

        「うん」

        陽菜は首を傾げながら保健室を出て行く。

        （身体測定……は、ついこのあいだしたような気がするけど。わたしだけちゃんと測れてなかったのかな？）

        由紀の思惑など露知らず、陽菜は教室へと急いだ。

        


        　

        　

    

    
        十　内緒の身体測定

        　

        放課後になって保健室へ行くと、しばらくはいつもどおりたわいない話をしていた。

        そうして時間が過ぎ、帰宅時刻が迫ったころ。

        「それじゃあ、身体測定を始めましょう」

        由紀は唐突にそう言って保健室を内側から施錠した。

        「えっ、いまから？」

        「そう、いまから。だれもこなくなる時間まで待っていたの。だれにも邪魔されずにじっくりやりたいから」

        白いメジャーを手に持ち、由紀が近づいてくる。陽菜はとっさに丸椅子から立ち上がり、あとずさった。

        「あら、どうして逃げるの？」

        「え、っと……逃げてるつもりは、ないんだけど」

        逃げるつもりなどないが、条件反射だ。白いメジャーを両手に持ってそれをピンッと張り詰めている由紀は、なにかよからぬことを――いや、とても淫らなことを考えているのだと顔に書いてある。求め出したら激しい由紀を相手にするには心構えがいる。

        「由紀ちゃん、身体測定っていうのは……」

        「……そうよ。陽菜のおっぱいや乳首の大きさを測るの。もちろん、可愛らしい下半身の豆粒もね」

        「……！」

        今日もまた、一段と激しくなる予感がした。

        「由紀ちゃん、ちょっと待って。まだ心の準備が」

        「うん？　身体測定をするのに心の準備なんて必要かしら」

        「だって……普通の身体測定じゃ、ないんだもん」

        陽菜はベッド端に立ち尽くす。これ以上はうしろへ行けない。

        「大丈夫よ……痛くはしないから」

        「そっ、そんなふうに言われるとよけいに緊張しちゃうよ！」

        「リラックスして。さあ、脱いで……」

        「ひゃっ!!」

        ばふっ、と大きな音を響かせて陽菜がベッドに仰向けになる。間髪入れずに由紀は陽菜の上に馬乗りになり、セーラー服の裾をめくり上げた。

        「あら……？　今日は大人っぽい下着なのね」

        「ぅ……ん」

        陽菜は白いレースがふんだんにあしらわれたブラジャーを身につけていた。

        「由紀ちゃんみたいにセクシーになりたくて……」

        陽菜が恥ずかしそうに言うと、

        「陽菜ちゃんはどんな下着をつけていてもセクシーよ。陽菜ちゃんを見てるだけで私……アソコが濡れちゃうの」

        由紀は自身の黒いフレアスカートをめくって黒いショーツの中に手を突っ込んだ。

        「ほら、見て……もうあふれてきてる」

        ショーツの中から出てきた由紀の中指の先端は濡れていた。蛍光灯に照らされて光るそれはなまめかしい。

        「だから……いっぱい触らせてね、陽菜」

        「ぁ、ん……っ！」

        由紀は陽菜の背に腕をまわして手際よくブラジャーのホックを弾き、いそいそと白いレースの下着を押し上げて乳房を明るみに出した。

        「はぁ……いつ見ても陽菜のおっぱいは可愛くてきれいね」

        「ん、んぅ」

        由紀の指が控えめなふくらみの稜線をツウッとなでる。

        「いつもみたいに舐めまわしたいところだけど……。今日は測るのが先。私、陽菜の隅々まで把握しておきたいの」

        「は、把握って……そんな」

        「まずは乳首の大きさからよ。……あぁ、だめよ 陽菜。勃起してないときの大きさも測りたいんだから」

        「ぁ、あっ！」

        乳首に白いメジャーをあてがわれ、陽菜はビクッと肩を震わせる。

        「もうこんなに硬く勃ち上げちゃって。仕方のない子」

        「ゃぅっ、ん……！　やぁ、んっ……由紀ちゃ……ン、ンッ！」

        陽菜の小さな乳頭を由紀は張り詰めたメジャーでふたつとも同時になぶっていじめた。上下左右にメジャーを動かし、薄桃色の乳首をいじり倒す。

        「あぁっ、はぁんっ！　ゃっ……あぁ、んぅう……ふぁうっ！」

        指とは違う、平べったいそれが乳首をこする感覚は斬新で、下半身の奥底がビリビリと疼いていたたまれなくなる。陽菜がモジモジと脚を動かしていると、

        「そっちもあとでちゃんとこすってあげるから……もう少しだけ待っててね。ええと、陽菜の乳首の大きさは」

        由紀は陽菜の胸にメジャーを押し当てて固定し、目盛りを読んでいる。

        「――!?　本当に測るのっ？」

        「身体測定なんだから、当たり前でしょう？　むしろそれが主目的よ」

        「な……っ、ぁ、あぁっ！」

        由紀はメジャーを一定のリズムでトン、トンッと陽菜の薄桃色に押し当てた。

        「やんっ、ぁん……ッ！」

        リズミカルに乳首をノックされ、もどかしさと快感がないまぜになる。

        「陽菜の乳首はいつもかたくなね。ほら……メジャーを弾き返してる」

        「ぁふっ、あ……あぁんっ！」

        「でもこういう反抗的なところも……好きよ」

        由紀はうっとりとしたようすで息をつき、メジャーを小刻みに左右に揺らした。

        「はぁっ、ぁっ……あぁッ！」

        尖りきったふくらみの先端は平らなメジャーにグニグニと押しつぶされ、左右に揺さぶられる。メジャーが乳首の上を往復するたびに陽菜の蜜壷は潤みを増していった。

        「由紀ちゃ……んっ！　は、はやく……下、もぉっ！」

        たまらず陽菜が哀願すると、由紀は口の端を吊り上げた。

        「いいわよ……。こすってあげる、たくさん」

        由紀はメジャーを持ったまま陽菜の両手をつかんで彼女を起こす。それから陽菜の背後へまわり込み、うしろから抱き締めた。

        「せっかくの新しい下着が……濡れちゃったわね。今度私が新しいのを買ってあげる」

        「んん……」

        愛蜜の染みができた白いレースのショーツを由紀は陽菜の足先から抜けさせる。

        「ぁ……っ」

        平らなメジャーが体を縦に這う。陽菜の秘芯に垂直に当たるように由紀はメジャーをくぐらせた。

        「ァ、アッ」

        平らなメジャーが控えめに淫核を締めつける。

        「ゃっ……！　メジャーが、汚れちゃ、ぅうっ」

        「そうね、汚れちゃうわね……。でも平気よ、このメジャーは私物だから」

        「そ……ぃう、ことじゃ……」

        陽菜にとっては、下半身の小さな豆粒をこするこのメジャーが学校の物だろうと由紀の物だろうと関係ない。自分の中から出てきた淫らな液で濡らしてしまうことの罪悪感は拭えない。

        しかし由紀はそんなことはおかまいなしだ。

        「あぁ……乳首は自分でいじっていいのよ。シてごらんなさい、陽菜」

        「んはっ、あぅ……！」

        敏感な肉粒をゆっくりとこすり立ててくるメジャーにもだえながら、陽菜はためらいがちに両手を乳房にあてがった。

        じつは先ほどから、乳首をいじりたくてたまらなかった。

        一度その薄桃色に触れてしまえば羞恥心はどこかへ吹き飛んで、自身の指が乳首をめちゃくちゃにし始める。

        「はうっ、ぅ……あぁっ、んぁぅっ！」

        「ふふ……陽菜の指で乳首が小躍りしてる。可愛い」

        陽菜の首すじにちゅっと口づけて、由紀はメジャーの両端をさらに激しく交互に動かした。

        「はぁあぁんっ！　ゃうっ、あぁあ……!!」

        平らなメジャーが陽菜の花芽を執拗にこすって快感を煽り立てる。陽菜は腰を左右に振り乱して喘ぎながら、自分の乳首を指で小刻みにこすった。

        ――絶頂するのはたやすかった。

        「……っ、は、ぁあっ……」

        陽菜はあっという間に快感を爆ぜて体を弛緩させる。

        「はぁ、陽菜……。あなたのイクときの顔も、大好き。食べちゃいたいくらい」

        由紀は陽菜のあごをつかんでうしろを向かせた。陽菜の、桜色のみずみずしい唇を塞いで口腔を貪る。

        「んむっ、む……ぅうん」

        舌を絡め合わせるこのキスにはだいぶん慣れたと思っていたけれど、やはり翻弄されてしまう。

        陽菜は鼻で荒く息をしながら由紀に応える。未熟な舌は吸い上げられたりなぶられたりと忙しなくもてあそばれる。

        「んふっ、ん」

        くぐもった声で気持ちよさそうに喘ぎながら由紀は陽菜のふくらみを揉みしだく。その手つきは舌の動きとあいまって激しさを増していく。

        陽菜の口腔をさんざん蹂躙してから、由紀は恍惚とした表情で言う。

        「陽菜……。ちょっと、縛ってもいい？」

        「う――んっ!?」

        快感に酔いしれてとろけきっていた。だからつい「うん」と返事をしてしまいそうになったが、確かにいま物騒なことを訊かれた。

        「いいのね、ありがとう」

        「ち、ちがっ……！　いまのは、そうじゃなくて」

        「ひどくはしないわ。陽菜がもっと感じられるようにするだけ」

        由紀は戸惑う陽菜の体を仰向けに押し倒して、彼女の両腕にメジャーをぐるぐると巻きつけていった。

        それほどきつく巻かれているわけではないが、幾重にも巻きついたメジャーは少し力を入れたくらいではほどけない。

        「ゆ、由紀ちゃん……」

        陽菜は不安げに由紀を見上げる。

        「大丈夫よ……。することはいつもと一緒だから、安心して」

        ――それは、とても安心できない。

        いつも、もうこれ以上ないというくらいに体をまさぐられている。毎回、陽菜は声が枯れそうなほど喘がされるのだ。

        「ほ、ほどほどに……お願いします」

        そんなことを言っても無駄だろうとは思いつつ、少しでも遠慮してくれればと願ってのことだ。

        「ふふ、でも……いつも陽菜のほうからおねだりするんじゃない。もっと、って」

        「そっ、れは……ぁ、あッ！」

        ――由紀がじれったいさわり方をするから。だから、陽菜は「もっとして」となかば強制的に言わされているようなものだ。

        「ァンッ、ん……あ、はぁっ！」

        由紀の手が脇腹を撫で、薄桃に色づいた部分を指先がカリカリとこする。

        今度は、先ほどのように自分の手で乳首をいじってしまうことができない。両の手首はメジャーに拘束されている。かゆいところに手が届かない、といったようなもどかしさが募る。

        「ふぁぁ……っ、ぁんっ」

        くねくねと身をよじらせながら陽菜は目で由紀に訴えかける。早く先端に触れて、と暗に伝えてみる。

        しかし由紀は思いのほか意地悪で、それくらいでは願いを叶えてくれない。

        「この可愛いおくちは何のためについているの？」

        「んむっ……ふぅ」

        乳輪をこすっていないほうの指で由紀は陽菜の唇をたどり、小さな口の中に指を突っ込む。

        「さぁ、どうされたいの？」

        「ん、ん……！」

        乳輪をこする指の動きがいっそう小刻みになった。陽菜はたまらず、

        「乳首、さわってぇっ！」

        大きな声でそう言ってしまったあとで、激しく後悔する。

        由紀は満足げにほほえんでいる。

        「なぁんだ、やっぱりいっぱいしてもらいたいのね？」

        「ふぅっ、うぅ……」

        陽菜は涙目になりながら、ようやく乳首をつままれて悦ぶ。

        「陽菜の乳首はさわり心地がよくて……クセになっちゃう」

        粘土をこねるように由紀は指の腹を使って乳首をすりつぶす。

        「んぁっ……！　ひゃぅっ、ふぅ……!!」

        強くそうされても痛みはなく快感ばかりなのは、由紀の指遣いが巧みだからだろうか。

        「由紀ちゃ……んんっ！　乳首ばっかりじゃ、イヤァ……ッ」

        ――決してねだるものかと秘かに思っていたのに。

        そんな決意はもろくも崩れ去り、腰をくねらせ、触れられるのを待っている自分がいる。

        「んもぅ……そんなに可愛く誘わないで？　加減ができなくなっちゃう」

        由紀は下半身に至っても、もれなく焦らしてくる。花芽のまわりをぐるぐるとまわるだけの指には何度、啼かされたことか。

        「早くっ……わたしの――、はやくいじってぇっ!!」

        陽菜はあまりのじれったさで半狂乱になって、そう叫んだのだった。

        


        　

        　

    

    
        十一　わたしの初めてはぜんぶ先生に

        　

        さざ波の音が耳に心地よい。香る潮風を陽菜は思いきり吸い込んで満喫した。

        「お気に召したかしら？」

        由紀が声をかけてきた。陽菜は「とっても！」と元気よく答える。

        ここは海辺に建つ由紀の別荘。なんとプライベートビーチつきだ。海に面したバルコニーで、陽菜ははしゃいでいた。

        「由紀ちゃん、誘ってくれてありがとう。本当にすごく素敵なところだね」

        「うん、いいのよ。私が、陽菜と一緒にこの景色を見たかっただけだから」

        潮風が由紀の長い黒髪を揺らす。由紀は乱れた髪を耳にかけた。その仕草は妙に色っぽかった。

        「ここって、由紀ちゃんのおうちの別荘なんだよね？」

        「そうよ。ほかにもいくつか別荘があるけど、ここからの景色がいちばん気に入ってるの」

        陽菜は「そっか」とだけ返す。

        （由紀ちゃんの実家はすごい大金持ちだって、以前だれかがうわさしてたけど……本当みたい）

        そう言われてみれば、由紀は何となくお嬢様っぽい。

        「ねえ、由紀ちゃんって女子高だった？」

        「ええ、そうよ。幼稚園から大学まで、ずっとそう」

        「……そ、っか」

        ――由紀は過去に何人の女性と付き合ったのだろう。

        気になったけれど、訊くに訊けない。

        「……陽菜が初めてよ。女の子と付き合ったのは」

        「えっ!?」

        なぜ訊きたいことがわかったのだろうという驚きと、由紀が過去に女性と付き合ったことはないということにも驚いた。

        （経験豊富そうだから、てっきり……）

        いや、男性とは付き合ったことがあるのかもしれない。むしろ男性に言い寄られている姿は容易に想像がつく。

        （……いやだな）

        そんな勝手な妄想をしたせいで胃のあたりがムカムカしてきたので、よけいなことを考えるのはやめにする。

        陽菜はとなりに立つ由紀をちらりと見やる。

        由紀はいかにもビーチ！　というふうなリゾート感にあふれたマキシワンピースを着ている。ピンク色のひらひらとした裾が風になびいて涼やかだ。

        （わたしも、もうちょっとリゾートっぽい感じのにすればよかった）

        陽菜が身につけているのは白いブラウスに紺色のプリーツスカートだ。ふだんの制服とあまり変わらないことにいまさら気がつく。

        （変わり映えしない……）

        自分の服のセンスのなさにひとり落胆していると、由紀にそっと抱きしめられた。

        「陽菜……」

        その声音はどこかためらいがちだった。

        「あのね、私ね……陽菜の初めてを、もらいたいの」

        由紀のふくよかな胸に顔をうずめたまま陽菜は目を丸くする。

        「え、と……？　それって、どういう……」

        「こっちに来て」

        手を引かれて部屋の中へ入る。寝室のベッドは女性二人ならばじゅうぶんすぎるほど広い。その大きなベッドに座らされる。

        「陽菜のナカを……コレで貫きたいの」

        ベッド脇に置いてある小棚の引き出しから由紀が取り出したのは、ベルトのようなものだった。しかしただのベルトではなくて、中央には――太い棒がくっついている。

        「ペニスバンドっていうの。私も、使うのは初めてなんだけどね。コレをつけて……陽菜のナカに入りたい。そうしたら、陽菜が私のものになるような気がして。……ごめんなさい、完全に私のわがままね」

        由紀の声音には切実さが含まれている。

        陽菜は由紀を見上げて即答する。

        「わたし……由紀ちゃんのものになりたい。だから……シよ？」

        由紀はいまにも泣き出しそうな顔になる。

        「陽菜っ……！　ありがとう」

        ふたりはベッド端で抱き合う。

        「ねえ、ソレって……由紀ちゃんも気持ちいいの？」

        「ん、たぶん……そう。内側に、私のクリをこする突起がついてる」

        「そ……っか。うん、やってみようっ！」

        「ふふ、あんまり硬くならないで？　リラックスして……よく濡らさないと、入らないわ」

        「う、うん……」

        由紀の手が脇腹を優しく撫で上げる。

        （よく濡らさないと――）

        由紀の言葉を頭の中だけで反すうする。彼女に脇腹を撫でられただけで、下半身の奥底が蜜をたたえ始めている。『よく濡れる』までにそれほど時間はかからないだろう。

        「陽菜は白がよく似合うわね……。無垢で、可憐だから」

        「そ……かな？」

        陽菜の真っ白なブラウスのボタンがプチ、プチンと外されていく。

        今日は下着も白だった。黒い下着はどうも似合わなくて、結局は白やピンクばかり買ってしまう。

        「肌も、白いわよね。みずみずしくて……吸い付きたくなっちゃう」

        「ん、ぁっ」

        言葉の通りに由紀は陽菜の肌に顔を寄せる。白いブラウスは肩から落とされ、さらけ出た華奢な肩に由紀は口付けながら無垢な色のブラジャーをゆるめた。

        「ふ、ぅ……っ」

        由紀の唇が触れているのは肩だ。そこは決して性的なところではないのに、手足の先端がむずがゆくなってくる。それは快楽の先走りだ。

        「……いつもより緊張してる？」

        陽菜の耳もとで由紀がささやく。

        「ん……そう、かも」

        言われてみれば、そうかもしれない。

        「それじゃあ、身も心もほぐさないとね」

        「んっ……！」

        ちゅっ、とキスをされた。舌は入り込んでこない。優しく――まどろんでしまいそうなほど丁寧に、唇を唇で食まれている。

        由紀の手もまた唇と同じだ。陽菜の柔肌をゆっくりと撫で上げる。

        「……ん、ふぅ……」

        のろのろとふくらみをつかみにやってきた手にもだえながら陽菜は由紀と唇を合わせる。乳首をくすぐる指が、控えめすぎてもどかしい。

        「ンンッ……由紀ちゃん……」

        ほんの少しだけ唇が離れたすきに、彼女の名を呼んでねだってみた。すると由紀は嬉しそうに笑い、陽菜の乳首を二本の指でキュッとつまんで引っ張り上げた。

        「ふぅっ！　ん、んんっ」

        キュッ、キュッ。クニ、クニ。

        乳首は引っ張り上げられたり押し込められたりと休むいとまがない。その動きを何度も繰り返されると、下半身がトクトクと脈を強めていっそう焦れてくる。

        「ん、はぁっ……！　由紀ちゃん……舐めてぇっ。わたしの乳首……舐めて……！」

        「……あらあら」

        今日の由紀には、そんなふうにねだらなければいけないような気がした。理由は自分でもよくわからない。直感だ。

        「いいわよ……。たくさん舐めてあげる」

        由紀は身をかがめて陽菜のふくらみに舌を伸ばす。

        「ァッ……！」

        赤い舌先がツンッと薄桃色をつついて揺さぶる。そうして何度か乳首をノックされた。

        「ぁ、あんっ……！　由紀ちゃん……もっと……ベロベロッてしてぇっ！」

        「んん」

        由紀はすぐに応えて、陽菜の乳頭を舌全体を使ってベロリと舐め上げた。

        「ふぁっ、うぅ……！」

        硬い乳首を舌でもてあそばれると、自然と息遣いが荒くなる。

        （由紀ちゃんのおっぱい、見たい）

        陽菜は両手をスッと伸ばして由紀のワンピースの肩紐を下へ落とした。由紀はわずかに肩を揺らしたが、陽菜の乳首を舐めるのをやめはしない。

        陽菜は喘ぎながら、おぼつかない手で由紀の黒いブラジャーのホックを外して乳房をあらわにし、その先端を指でつまんだ。

        「ンンッ……！」

        「ぁ、あぅっ……！」

        ふたりはそれぞれに喘いで体をくねらせる。

        （ああ、わたし……）

        ショーツを濡らしているのが感覚でわかった。

        「由紀ちゃんっ……。もう、入ると思うから……挿れ、て？」

        すると由紀は目を見張って顔を上げた。それから、困ったように眉尻を下げる。

        「陽菜ちゃんたら……。本当、誘うのが上手ね」

        由紀が立ち上がると、彼女のワンピースが床に落ちた。由紀は肩に引っ掛かっていただけのブラジャーを脱ぎ捨て、ショーツをペニスバンドに付け替える。陽菜はそのあいだにみずからスカートとショーツを脱いだ。

        ――早く、由紀のものになりたい。気ばかりが急く。

        「腰に枕を挟みましょうか。そのほうが痛みが和らぐと思う」

        「う、うん……」

        腰の下に枕を挟み、脚を左右に大きく広げる。

        ペニスバンドをつけた由紀が、陽菜の媚肉へ押し入る。

        「ぁ、あぁああ――!!」

        思わず絶叫してしまった。いや、声を出したのかどうか、このときはわからなかった。頭の中が真っ白になってしまいそうなほどの強烈な痛みに見舞われたからだ。

        「――っ、陽菜……ごめんなさい」

        ズキン、ズキン。

        痛みに耐えながら見上げた由紀の顔はいまにも泣き出しそうだった。

        「へい、き……だよ。もう、そんなに痛くないから」

        ――嘘だ。本当は泣きじゃくりたいほど痛い。でも、我慢する。由紀に、これ以上辛そうな顔をさせたくない。

        「由紀ちゃんの思うままに動かして……？」

        陽菜がそう言うと、由紀の目から涙がこぼれた。

        「ごめ……陽菜、ありがと……っ」

        由紀が腰を揺する。体のナカに入り込んだ造物が肉襞をこすると、痛みと快感がひしめいた。

        「陽菜、陽菜……！　絶対、手放さない。ずっと、私のものよ……！」

        「んっ、ん！　んぅっ……!!　由紀、ちゃん――……」

        由紀の揺れる乳房を見上げながら、陽菜は何とか「由紀ちゃん、大好き」と涙ながらに告げてほほえむ。

        黒い髪を振り乱し、豊満な乳房を惜しげもなく揺らしながら。

        先生はエッチの仕方を一から十まで甘く淫らに教えてくれる。

        　

        　

        　

        おわり

        


        　

        この作品はフィクションです。実在の人物・団体・事件などにはいっさい関係ありません。

        本作品の全部あるいは一部を無断で複製・転載・配信・送信したり、ホームページに転載することを禁止します。

        本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

        また有償・無償にかかわらず、本作品を第三者に譲渡することはできません。

        


        　

        　

        書名　　　　　先生、エッチの仕方を教えてください！

        著者　　　　　水無月はな

        表紙イラスト　ルシヴィオ

        発行日　　　　二〇一七年八月発行

        発行所　　　　株式会社オリオンブックス

        住所　　　　　東京都渋谷区渋谷３-５-16
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